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　人は死ねばそれまでだ。

　十七年間に及ぶ壮絶な虐ぎやく待たいの末、実父に首を絞められてその生涯を終えるまで、瀬せ名な櫂かい人とはそう考えていた。どんな奇跡が起きようと、人間は第二の生を得ることなどできない。だが、自然の摂せつ理りに反して、彼は異世界に魂を召喚され、強制的な復活を遂げさせられた。挙句の果てには召喚者から従者になるよう命じられ、今に至っている。

　その相手こそ───孤高の狼おおかみにして、卑いやしき牝めす豚ぶたを自称する女───『拷問姫』、エリザベート・レ・ファニュ。十四階級の悪魔と契約した者達を殺害後、自身も処刑される運命にある大罪人だ。

　無理やり生き返らせられ、様々な出来事を経験した末に、櫂人は彼女に仕え続ける道を選んだ。彼が誤って起動させてしまった機械人形のメイド、ヒナと共に───過去のトラウマとの決別に至る一件を越えて以来───櫂人は歪いびつだが、それなりに愉快でもある日々を送っている。

　つい先日は『肉屋』───全身を黒布で覆った、亜人の商人だ───のせいで城に持ち込まれた仮面に纏まつわる、何とも奇妙な一夜を乗り越えたばかりだ。




　その後、数日間は何も起きなかった。




　平穏そのものの日々の中、櫂かい人とはエリザベートの執事兼小間使いとして───時に、ヒナの代わりに飯を作っては、まずいと泣かれながらも───黙もく々もくと雑務をこなしていた。

　悪魔との戦いも特になく、彼を含めた三人は実に穏やかな時を送っていたのだ。だが、それもあるおかしな事件が起こるまでの話だった。




　その一件は、ひどく珍妙な出来事から始まった。

　ある朝、エリザベート・レ・ファニュが胸騒ぎのする夢から目を覚ますと、自分の頭に猫耳が生えていることを発見したのである。




「ば──────────、か──────────、な──────────っ！」

「ほんとそれな」

　エリザベートの魂の咆ほう哮こうに、櫂人はしみじみと頷うなずいた。その前では、エリザベートが鏡を覗のぞき込みながら、尻尾しつぽをばふばふと膨らませている。

　先程から、彼女は鏡面に頭を突き出しては耳を確かめ、ギリギリまで頬ほおを寄せては何な故ぜか百面相じみた顔をしていた。一体何をしているのかと呆あきれながらも、櫂人は尋ねる。

「一体、お前が寝ている間に、何が起こったんだ？」

「知らぬ、わからぬ、だが、これは流石さすがにおかしい！　認めぬ、余は断じて認めぬぞ！」

「認めぬって言ったって、生えたもんは仕方がないだろ………もしかして、新種の病気じゃないよな？」

　そう尋ねながらも、櫂人は既に違うとの予測を立てていた。猫耳が生える病など、流石にこの異世界にも存在しないだろう。

　今、日は昇ったばかりだ。

　気のめいる石造りの城内にも、重苦しさを多少は和やわらげる爽さわやかな空気が流れている。この早朝に、何故こんなわけのわからないことになるのかと、彼は深々と溜ため息いきを吐ついた。

（エリザベートに踵かかと落としで起こされた時には、流石に今度こそ退職だストライキだと思ったもんだったけどな………）

　彼女の頭に、ピコッと誇らしげに天を指す猫耳が生えているのを目撃した途端、その怒りも萎なえた。これは混乱のあまり、人の腹を潰つぶしても仕方がない事態だと言えなくもない。たとえ、体を勢いよくくの字にされても、櫂人は痛みに対しては寛かん大だいだった。

　鏡の前で、エリザベートは自分の猫耳の先端を摘つまみ、うにーっと引っ張った。

「むむむっ、病気、というわけではなかろうぞ。だが、我ながらこれは珍妙すぎる」

　ツヤツヤの毛皮に、彼女は指先を滑らせた。解放された猫耳はぴょこんと元に戻る。

　それは紛まぎれもなく、美しい黒猫の耳だった。

　腰の付け根からは、しなやかな尻尾まで生えている。現在、魔力で編まれたボンデージドレスの、下半身に広がる飾り布は───尻尾しつぽに絶妙に持ち上げられてしまうため───取り除かれていた。おかげで、その尻のふっくらとした艶なまめかしい線や、薄い黒布に包まれた形のいい足までもが全て露あらわにされている。

　どうにも目のやり場に困る姿で、エリザベートは拳こぶしを固めると叫んだ。

「ええいっ！　何な故ぜこのような馬鹿げた事態が起こる！　わけがわからんにもほどがあろうが！　しかも、めっちゃツヤツヤで触り心地がよいときたものだ！」

「そりゃよかったなと言えばいいんだろうか」

「と、言うか、貴様、カイト！　さっきから、何を一人で冷静な態度を保っておるのだ！　貴様とて、他人事ではなかろうが！」

「それなぁ」

　エリザベートの指摘に、櫂かい人とは更に深く溜ため息いきを吐ついた。

　生まれつき色いろ褪あせたその茶髪の頭には、ピンッと立った狐きつね耳が並んでいる。

　一見して、犬耳と区別がつきにくい。だが、毛を毟むしるという恐ろしい非道を躊躇ためらいもなく敢かん行こうしたエリザベート曰いわく、間違いなく狐だ───これは良い毛皮が取れるなっ！───とのことだった。追加の一言は余計なうえに不吉である。

「まさか、俺にも生えるとはなぁ」

「さっき、鏡を見たであろうが。もう少し実感を持たんか」

　エリザベートは不機嫌に言った。返事の代わりに、櫂人は穴を開けた執事服のズボンから生える、もふもふの尻尾を揺らした。

　その隣で、白く柔らかな頬ほおに両手を当て、ヒナも困ったと声をあげた。

「うーん、原因不明では対処のしようがありませんね。一体、どうしましょうか？」

「お前もなぁ」

　他人事のように言っているのがもう一人いる、と、櫂人は彼女に目を向けた。

　ヒナの銀髪の頭からは───ふわふわで何とも触り心地がよさそうな───真っ白な犬耳が垂れていた。背中からはハタキのようにくるんと丸まった可愛かわいらしい尾も覗のぞいている。

　城の住人は、こうして全員が珍事の餌え食じきと化していた。

　見事に全滅である。

　元々、この城には獣人族からの出身者はいない。それ以前に、ヒナに至っては機械人形だ。あまりにも突然かつ、無む茶ちや苦く茶ちやな異常事態だった。

（このまま、元に戻らなかったらどうしような）

　櫂人はぼんやりとそう考えた。直接的な支障は───今のところ───ないような気もするが、『拷問姫』に猫耳が生えている様は、全くもってしまりが悪い。

　どうでもいい気がしなくもないが、猫耳に倒される悪魔はあまり見たくはなかった。そうなっては、本人達もはなはだ不本意なことだろう。

（一体、どうなることか）

　櫂かい人とがやれ心配だと向けた視線の先で、エリザベートはまだ尻尾しつぽをばふばふにしていた。彼女はじいっと鏡を睨にらみ、再び猫耳を摘つまんだ。

　ぺこり、と前に折られた猫耳は反動でぴょんっと元に戻る。

　三度それを繰り返した後、エリザベートは神妙な様子で腕を組んだ。

「………なぁ、カイト、気がついたのだが」

「どうした、異変への対処法がわかったのか？」

「………もしや、この状態の余は結構可愛かわいいのではないか？」

「そっかー、お前そっち方面に前向きになるタイプだったかー」

　予想外だったなーと櫂人は半眼で頷うなずいた。その前で、尻尾をぴんっと立てると、エリザベートは自身の猫耳を丸めた拳こぶしでちょいちょいと撫なでた。

「いや、ほら、カイトよ。貴様、どう思う？　悪くないぞこれ、んん？」

「なんで、そこで人にコメントを求めるのか」

　言葉に困るわと、櫂人は返す。だが、そこで視線を感じて、彼はふと横を見た。

　ヒナとばっちり目が合う。

「………ッ！」

「………くうんっ！」

　彼女はじっと櫂人を見つめながら、翠みどり色の瞳をキラキラと輝かせていた。

　その様は、まるで愛犬が飼い主の褒め言葉を待つかのようだ。潤うるんだ目に、思わずおやつをあげたくなってしまう。

　見れば、その背後の尻尾も左右にパタパタふわふわと揺れていた。

「うっ………ぐうっ」

「………くぅん」

　元々、ヒナという命名は、櫂人に懐いてくれた子犬の名前に由来している。

　この目には敵かなわないと、彼は観念して手を伸ばした。

　わっしわっしわっしわっしと頭を撫でると、ヒナは尻尾を更にブンブンと振った。

「わっふわっふ、カイト様、わっふわっふ」

「うんうん、似合ってるぞ、ヒナ」

「ふふふふふっ、カイト様にお褒め頂きました、わふふふふふふふふふふふふふふふふっ」

「貴様、余に対しては塩対応を決め、自身の従者は褒めまくりとは立場のわからぬ奴よな」

「いや、エリザベートも似合ってはいるんだぞ？　だからって、それで落ち着いていい事態じゃないだろこれ」

「ええい、わかっておるし、そもそも貴様の世辞など特にいらぬわっ！　単に、余の可愛らしさを確認するのに、手近だっただけよ。どうだ、ヒナ？」

「はい、その艶つややかな黒色とてもエリザベート様にお似合いです！　まさに絶世の名にふさわしき美び貌ぼうに愛らしさが加わり、今や無敵の魅力を発揮していると言えるでしょう！」

「ふふんっ、褒めすぎであるぞ。しかし、悪い気はせぬものだな、ふふんっ」

　上機嫌に、エリザベートは再度猫耳を引っ張った。再び耳はぺたりと前に倒れ、ぴょんっと元に戻る。そこでようやく飽きたのか、彼女は鏡から顔を離し、振り向いた。

「さて、余に新たな魅力が加わったわけだが、これが異常事態だという事実に変わりはない。猫耳つきの『拷問姫』など、どうにも締まらぬ」

「ちょっとどころじゃなく、シュールだよなぁ」

「そうですか、意外といい感じな気もしますが？」

　ヒナの想定がどんなものなのか、櫂かい人とにはちょっとよくわからなかった。

　エリザベートは十数秒間真剣に考え込んだ後、首を横に振った。

「むむ………やはりなしだな」

「むしろ、なんで一度検討したんだ」

「でだ。城の内部で発生したことではあるが、第三者の介入が疑われる。一体、どこの誰が何の目的でやったのかは知らぬが、余達に獣耳を生やしたものが………」

　その時、ギィッと音を立てて、古い扉が開かれた。

　各々の獣耳をピッと立てて、三人は一斉に顔をあげた。

「────何者だ？」

　全身が映る姿見の置かれたこの場は、エリザベートが持つ───正確には、異次元倉庫に仕し舞まうには、頻ひん繁ぱんに使う可能性がある品を詰め込んでおくための───衣い裳しよう部屋の一つだった。エリザベートは自身の衣服は魔力で編むので、それ以外──櫂人やヒナ───従者のための服が並べられている。

　布達のせいで万年翳かげっている石畳の床を、てしてしと小さな足音が叩たたいた。

　埃ほこりを被かぶった使われていない衣服の陰から、張りのある声が聞こえてくる。

「やや、こちらにいらっしゃいましたか。捜しましたぞー、エリザベート様、可か憐れんなメイド殿、愚ぐ鈍どんな従者殿！」

「おっ、『肉屋』だ、どうした？」

「むっ、つまりこれはまたしても貴様の仕し業わざだな、速やかに殺すべし」

「ぬっ、何やら冤えん罪ざいを押しつけられる気配が。いけませんぞ、人に罪を被せるのはよくありませんな！　こちらは、どうやらこの城のせいでとんだ目にあっているというのに！」

「とんだ目？　お前に何かがあったのか？」

「実は、昨晩のことです。城に忘れ物をしたことに気がつきましてな───ちなみに、置いていってしまったのは骨付き肉です」

「どうやって忘れたんだよ、それ」

「翌朝には、余に食われる運命にありそうな忘れ物よな」

「私もそう思いましたもので。故ゆえに、夜の間に慌てて城を訪れ、寝ずの番をしていらっしゃった可か憐れんなメイド殿に付き添いを頼んで、厨ちゆう房ぼうまで取りに行かせて頂いたのですな。しかし、その帰り以来、どうにも不思議なことになりまして………」

　そこで、首なしの木製のマネキンの陰から『肉屋』は姿を見せた。

　櫂かい人とはひくっと頬ほおを引き攣つらせる。十分に溜ためた後、彼は『肉屋』を指差して絶叫した。

「誰得だ、お前ええええええええええええええええええええええええええっ！」

「と、言うか貴様、その不思議布はどうなっているのだ」

「伸びてますねぇ、凄すごく伸びてます」

　エリザベートとヒナもしみじみと首を横に捻ひねった。

『肉屋』の頭には立派な兎うさぎ耳が生えていた。しかも、それは何な故ぜか被かぶったフードごと上に伸びているのだ。布が謎なぞの変形を遂げているせいで、今日も『肉屋』の顔部分は隠されたままになっている。ふわふわの丸い尾───こちらは布に開けた穴から生えている───をぴこぴこと揺らし、『肉屋』は飛び跳ねて抗議した。

「失敬な！　私は誰かの得になろうと考えて、この姿になったわけでは決してありませんぞ！　ですが、正直、この中で、私が一番愛らしくかつ可愛かわいらしいとの自負はありますがな！　ふふんっ！」

「大きく出すぎだろ、お前死ぬぞ」

　エリザベートとヒナと張り合うなと、櫂人はなだめる。

　主張したりないのか、『肉屋』はぶすくれながら、更にぴょんぴょんと跳ねた。だが、早々に飽きたのか、兎耳を揺らしながらも足を止める。

　不機嫌にマネキンをするりと尻尾しつぽで撫なで、エリザベートは彼に尋ねた。

「貴様にまで獣の耳が生えたのか………なぁ、『肉屋』よ。昨晩この城に来たせいだ、と貴様は主張しているが、何か心当たりがあるのか？」

「いやー、こういう変なことが起こったからには、どうせ、全部エリザベート様のせいなんだろうなーと思いまして」

「前回の騒ぎは貴様のせいだったろうがやはり殺すぞ」

「語尾が物騒で愛を感じませんなぁ………世知辛いですぞ。ですが、今回ばかりは本当に身に覚えがないのです。この城に肉をお届けする前にも、後にも、何か変わった行動を取った覚えはありませんので………取り扱いの品も通常のものばかりでしたし」

「通常の品って………例えばどんなだ？」

「愚ぐ鈍どんな従者殿はお聞きにならない方がよろしいかとー」

「相変わらず物騒な商品まで取り扱っているやつよ」

　いやーそれほどでもーと、『肉屋』は頬を掻かいて照れた。

　何を売ってるんだこいつはと、櫂かい人とは半眼になる。彼も含めて、はしゃぐ『肉屋』を除いた三人は顔を見合わせ、溜ため息いきを吐ついた。

「困りましたねぇ」

「あぁ、困った」

「本当、『肉屋』は何のために来たのだ、情けないぞ」

「私も被害者なのですが、この扱いとは」

『肉屋』はバスバスと床を足で叩たたき、不満を訴えた。だが、櫂人達からすれば当然の反応だった。獣耳の最後の被害者である、『肉屋』からも情報を得られなかったとくれば、早期解決は絶望的になるのだから。

　何せ、手がかりは一つもない。だが、その時、『肉屋』はぽんっと手を叩いた。

「そうそう、変わったことといえば」

「なんだ、何かあったのか？」

「いえ、多分、全然関係ないことなのですが、厨ちゆう房ぼうから帰る途中、高窓の向こうに何やら逆さまにした袋から粉を振りまいて飛ぶ、使い魔らしき何かを目撃しましたな」

「「それだ─────────！」」

　めちゃくちゃ関係があるわと、櫂人とエリザベートは渾こん身しんの力を込めて叫んだ。

　その前で、ヒナはあらあらと軽く口元を押さえた。





　　　　＊＊＊






　判明していること、その一、事件が起こったのは深夜。見るからに怪しい粉を撒まきながら、謎なぞの使い魔が城の上空を飛んで行った。

　判明していること、その二、当時、城にいた者達には全員獣の耳が生えている。




　二つの重要な事実を横に置き、とりあえず、エリザベートは朝食を取っていた。




「ふふっ、今朝も実に見事な出来栄えではないか！」

　歌うように言い、銀皿に豪華に盛られた一品に、彼女はナイフとフォークを振るった。ペリグーソースが添えられた牛フィレ肉のフォアグラ乗せを、エリザベートは上品に唇に運ぶ。ハグッと食べると、彼女は紅あかい瞳をきらりと輝かせた。

　十分に味わうと飲み込み、エリザベートは口を開く。

「うむっ………牛肉とはいえど、さっぱりしていて尚なお且かつ歯応えの楽しさを重視したフィレ肉と、とろりとして濃厚な旨うまみを持つフォアグラが混ざり合い、より豊かな風味の楽曲を奏でておる！　そして陰の主役を務めているのがこのソースよ！　肉とまったりと絡み合った、何層にも奥行きのある味………これぞお主にしか作れぬ逸品よな！　素晴らしいぞ、ヒナ！」

「勿もつ体たいないお言葉を賜たまわり、このヒナ、光栄に思います」

「お前、相変わらず食レポ凄すごいな………って言うか、朝から食いすぎだろ」

　そう呆あきれる櫂かい人との前で、エリザベートは知らぬ存ぜぬと、涼しい顔でレバーペーストの団子と香草のスープを一ひと匙さじ掬すくった。

　今は幻ではない猫耳をぴょこぴょこと動かし、彼女は嬉うれし気に食事を平らげていく。

「むむっ………これはなかなかよいぞ………よい舌触りだ………うむうむっ」

　最後に、ワインのジュレを添えた果物までしっかりと平らげると、エリザベートは猫脚の椅い子すの上で満足げに足を組んだ。

「さて、と。ようやく腹も満たされたことだし、これで落ち着いて物事が考えられるというものだな。獣耳が生えるというこの珍事、恐らく魔術薬であろう粉を撒まいていた使い魔への心当たりだ、が………いや、ん？　ちょっと待て、粉薬？」

　そこで、不意にエリザベートは人差し指で額ひたいを押さえた。今までの呑のん気きさとは打って変わって、彼女は深刻な表情で何かを考え込み始める。

「………獣耳の生える粉薬、とな？」

　予測が外れ───心当たりのあるなしに拘かかわらず、腹ごなしが済めば、エリザベートは意気揚々と使い魔狩りを始めるものだとばかり思っていた───櫂人は首を傾かしげた。

「どうかしたのか？」

「いや………これは、まさか。んん？」

　彼の前で、エリザベートは尻尾しつぽをくねくねと揺らし、頬ほお杖づえをついたり、足を組んだりし始める。腰の飾り布がないせいで、いつもよりも際どい格好のまま───本人は気づいていないらしいが、女性的な曲線を誇る尻と足が目立ってしまう───不審な動きをそわそわと繰り返した後、彼女は観念したように口を開いた。

　その頭の上では心なしか猫耳がぺしゃんとへたれ、尻尾も丸まっている。

「簡潔に言うぞ、もしや、余のせいかもしれん」

「犯人はお前だった」

「あらあらまあまあ」

「いや、違う。正確には余のせいではないのだ。だが、余のせいかもしれぬのだ」

　複雑なことを言い、エリザベートは背筋を伸ばした。その頭の上で、猫耳がぴくぴくと動く。無意識なのか、自身の二の腕を励はげますように尻尾ですりすりと撫なでながら、彼女は口を一度への字に曲げ、先を続けた。

「余がかつて開発していた魔術薬を、誰かが使ったのかもしれぬのだ。他に、類似品は見たことがないからな。その現物自体は、余は持っておらぬ………と、言うか、まだ完成させてはおらんかったのだ」

「開発していたって………お前、人に獣耳を生やす薬なんて、作ってたのか？」

「うむ、ヴラドへのささやかな嫌がらせのためにな」

　エリザベートの返事に、櫂かい人とは数秒沈黙後、首を横に傾かしげた。

「今なんと？」

「ヴラドへの、ささやかな、嫌がらせのため、だ。まだ、奴の軍に所属していた頃、正式に離反を宣言するまでは、大っぴらに動けんかったからな。食事に混ぜてやろうと考えていたわけだ」

「アイツ、狼おおかみ耳とか生えても面白がるだけだろ」

「うむ、それに気がついたのでな、余も開発を止めたわけだ」

　櫂人はヴラドの姿を思い浮かべた。奇妙に無邪気なところのある男は、自身に狼耳が───奴に獣耳が生えるのならば、これだろうと思われる───が生えたところで、動揺するとは思えなかった。それどころか、自分に生えたのだからと、他の悪魔達まで巻き添えにしそうな気がする。何ともはた迷惑な男だった。

　櫂人が嫌な想像をしている中、ヒナはもふりと尾を揺らし、首を傾げた。

「ですが、エリザベート様が完成させなかった薬が、今になって使われることになるとは………不思議ですね？」

「その通り、謎なぞだ。開発中の魔術薬の調合法は紙に記したうえ、そのまま余の城に置いてきたはずなのだが………一体、誰が完成させたのか」

　エリザベートはそう腕を組んだ。二人はうーんと首を傾げる。

　その前で、櫂人はある推測に思い至った。

（ん、ちょっと待てよ。開発中だった薬のレシピを城に置いてきたっていうことは）

「エリザベート様ぁああああああああ！」

　思いつきについて、櫂人が追及する寸前、高らかに声が響いた。

　両開きの扉が勝手に開かれる。その向こうから、兎うさぎ耳を生やした影が飛び込んできた。

　形のわりに、全く可愛かわいくない存在がピョンピョンと食卓に走り寄ってくる。

「なんだ。またしても『肉屋』ではないか、今度はなんだ？」

「お喜びくださいませ、エリザベート様ぁあああああっ！」

　エリザベートの問いに、『肉屋』はうるさく言いながらキキィッと急停止した。

　彼は常に持ち歩いている───先日の一件以来、巨大なバツ印で補修された───袋を回転させながら、勢いよく背中から降ろした。

「この『肉屋』、新たな商品の仕入れ中に、これはエリザベート様にお目にかけ、あわよくば高額で引き取って頂きたいというものを見つけ、意気揚々と馳はせ参じましたぞ！」

「お主のそういう素直さは、めっちゃ腹立たしいが、嫌いではないのよなぁ」

「どうぞ、ご覧くださいませ！」

　胸を張って宣言し、『肉屋』は袋の中から何かを取り出した。その正体を確かめ、櫂かい人とは一歩後ろに下がった。他の二人は平然とした顔をしたままだが、何なのかと首を傾かしげる。

　血と泥が、床に落ちた。

　ソレは切断面も鮮やかな、人間の腕だった。

「意気揚々と見せるもんじゃねぇだろうが！」

「んなことおっしゃられましても！　隠れてこそこそと見せたところで、既に切断されてしまった結果は変わらないわけですし！　で、これはある街の共同墓地から大量かつ不自然に発見されたものなのです！」

「大量かつ？」

「不自然に？」

「街の神父が、予期せぬ大雨の後、まだ埋まい葬そうをしていないはずの地面から、人の腕が生えているのを見つけまして！　中を探ったところ、明らかな他殺体が大量に！　バラバラにされた遺体の胴は内臓が潰つぶされ、まるで血を絞られた後のようだったと！」

「それを誤ご魔ま化かすために、全身を細切れにして埋めたのか」

「そうです！　愚ぐ鈍どんな従者殿も慣れてきましたな！」

「こういうことには慣れたくないんだけどなぁ」

　櫂人はそうぼやいた。その前で、ピョンピョンとせわしなく『肉屋』は跳び跳ねる。

「そして、不自然な死し骸がいが複数体発見された場合、その多くは悪魔の仕し業わざではないかと。以前、エリザベート様が言っていたような、そうでもないような気がしましたので」

「なんで曖あい昧まいなのか」

「そこはもっとしっかり覚えておけ」

「そのため、この有能な『肉屋』はご報告にあがったわけですな、ふふんっ！」

　袋に死骸の腕を放ほうり込み、『肉屋』は都合よく批判は受け流すと、胸を張った。その頭の上では、ぴくぴくと兎うさぎ耳が揺れている。

　うーんと、エリザベートは腕を組んだ。

「確かに、悪魔の仕業である可能性は高いであろうな………だが、今の状態で出るのも迷うものがあるぞ」

「何か問題がございますでしょうか？」

「いや、どうにも格好がつかんことはまだしも、後から面倒な呪のろいが追加発生しないとも限らぬからな。できれば、この耳を仕込んだ者を叩たたいてからにしたいのだが………」

「なぁ、エリザベート、そのことについてなんだが」

　櫂人は手を挙げ、はたりと一度尾を揺らした。それを見たヒナが、物もの凄すごいイイ笑顔でちょいちょいと両手で尻尾しつぽにじゃれついてくる。

「わふわふ、カイト様、わふわふ」

「あっ、こら、ヒナ、やめなさい」

　左右にハタハタと尾を逃がし───結果として、彼女をあやすことになりながら───彼は先程思い至った推測を口にした。

「魔術薬の調合法は、離反後、城に残してきたんだろう？　そこには、教会に捕縛されるまでの間、ヴラドが棲すんでいたはずだ。それなら、調合法を見て再現することができる相手は、ヴラドの下を訪れていた、悪魔の誰か、ってことになるんじゃないのか？」

「おっ」

　エリザベートはぽかんと口を開いた。その頭の上で、猫耳がピクッと跳ねる。

　彼女は『肉屋』と共に、ビシイッと櫂かい人とを指差した。

「お主、意外とかしこいな！　カイトのくせに生意気な！」

「愚ぐ鈍どんな従者殿が愚鈍ではないとは、恥を知るがいいのですぞ！」

「流石さすがカイト様です！　ヒナは心より信じておりました！」

「いやぁ、俺の理解者はヒナだけなんだなぁ」

　ハッハッハッと、櫂人は乾いた声で笑った。

　その不機嫌そうにふらっと揺れた尾に、再びヒナがわふわふとじゃれつく。毛に頬ほおをもふもふと埋めて恍こう惚こつとしだしたヒナの前で、不意に、『肉屋』はぽんっと手を打った。

「あっ、そうです！　愚鈍な従者殿の推測を聞いて思い出しました」

「愚鈍は撤回する気がないときている」

「なんだ、また重要なことか？」

「いえ、重要かどうかはわかりませんが───埋められていた死体には全てこれが」

　袋の中に、『肉屋』は再び手を入れ、引き抜いた。取り出された品を見て、櫂人は派手に顔を歪ゆがめた。

　新たな泥と血が床に零こぼれ落ちる。

『肉屋』の掌てのひらには、獣耳の生えた血ち塗まみれの頭皮が握られていた。




「…………なるほど、めちゃくちゃに重要だな」

　低い囁ささやきと共に、エリザベートは溜ため息いきを吐き出した。





　　　　＊＊＊






「該当の街は、通称、『石壁の街』だ」

　エリザベートはそう語った。




　彼女の言葉通り、街は分厚い石壁に囲まれていた。だが、その造りはエリザベートの故郷を囲む壁と比べて低く、旧ふるく、脆もろい。

　召喚獣に頼るまでもなく、投石機で簡単に破壊することが可能だろう。魔術の存在するこの世界では、有事のための備えというには頼りない代物だ。だが、その出入り口に設けられた関所では、厳重に荷の取り調べが行われていた。

　やはり防備のための品なのかと、櫂かい人とは首を傾かしげる。それに応えるように、エリザベートは徐おもむろに魔術で作った眼鏡めがねをスチャッとかけると解説を始めた。

「余の故郷の街と、この街とでは、石壁の意味合いが異なるのだ。今は墓ぼ標ひようの役割を果たしているとはいえ、余の故郷では、本来壁は外から内を守るためのもの、民のための盾であった。だが、ここの壁は単なる境界に過ぎない」

「境界、か。わざわざそれが設けられているってことは、この中に入るには厳しい制限があるっていうことか？」

「厳しい、と言い切る程ではない。何せ、設けられた条件は一つだけだからな………故ゆえに、この街の不審死体に獣耳がついていたことは、死し骸がいが大量に発見された事実以上に『ありえない』ことだといえるのだ」

「どういう意味だ？」

　エリザベートの思わせぶりな言葉に、櫂人は疑問を呈ていした。それに、彼女は人差し指を立てて応える。




「『石壁の街』に入る条件は一つだけだ。『純血の人間であること』。ここは人間の街であり、人間の領土だ。つまり、獣人、亜人の排他地区にあたる」

「───排他地区」

　櫂人は思わず鸚鵡おうむ返しに繰り返した。

　この世界には獣人、亜人が存在する。

　完全に外見の異なる純血種は亜人、獣人の貴族階級にあたるため、人里では見かけない。だが、下層の街ほど、異種族の流入は進んでいた。

　貧民街では三割、北方では四割を超えると、櫂人は聞かされている。

　その排他地区とは、どういうことか。

「見たままよ。この街には、獣人、亜人の侵入は許されていない。教会の教義では、万物は神の被造物である時点で平等だ。だが、心情的な異種族への嫌悪から、人間だけで固めた街は多数存在する」

「やっぱり、この世界にもそういうのはあるんだな」

「うむ、逆もまた然しかりだ。だが、この街は少し他と趣おもむきが違っていてな、単に一部の商品の流通を人間のみに限ることを目的としている。民の多くが商売人故、異種族に対して過剰な反発を見せる者もそうはいない。だが、出入りの制限は他の排他地区より厳しいのだ」

　エリザベートは関所の取り調べの様子───荷馬車に積まれた大量の林りん檎ごの中に、多少傷むのにも構わず、棒が突き入れられている───を眺めながら、そう語った。

「なるほど、よくわかった」

「うむ、勉強になったであろう」

　櫂かい人とは頷うなずき、エリザベートは胸を張った。無造作に積まれた木箱の陰から、彼は関所から移動する人々を観察する。見つからないようにしながら、櫂人は視線を走らせた。




　いつものごとく裏路地に転移し、櫂人達は街中へ直接侵入を果たしていた。彼らの隠れている路地の外には、荷馬車や馬を従え、様々な品を運ぶ人々が多く行き交っている。




　商談の声も頻ひん繁ぱんに聞こえてきた。街は活気づいている。だが、道沿いの建物には質の悪いものが多く、金のありそうな立派な商店は門番を雇い、窓を分厚い鎧よろい戸どで塞ふさいでいた。

　一目で治安の悪さが見て取れる。だが、下層の街における獣人、亜人の混血度数の増加傾向に逆らい、道を歩いているのは人間だけだった。なるほどと、櫂人は頷く。

「だから、俺達は『肉屋』と同じように、頭から布を被かぶって行動をしてるわけだな」

「うむ、その通り。問題は、このままだと無む茶ちや苦く茶ちやに目立つことだな」

「しかも、四人ですからねぇ」

「いやぁ、おそろいですなぁ。何だか嬉うれしいですぞ」

「って言うか、なんでお前がここにいるんだ、『肉屋』」

　最後に続いた一言に、櫂人はややげんなりと反応した。何な故ぜか、街には『肉屋』までついて来ている。恐ろしいことに、彼が頭から被った布は、兎うさぎ耳の形に伸びているので、他の三人が姿を隠しても全く意味がないというおまけつきだ。

　その事実に気づいているのか、いないのか、『肉屋』は兎耳を揺らし、首を傾かしげた。

「ん、何か問題でもありますかな、愚ぐ鈍どんな従者殿？」

「お前、自分の頭に生えてるものを確かめろ」

　櫂人の言葉に、『肉屋』はバスバスと足で路面を叩たたき、抗議の意を示した。

「それは冷たすぎる言葉ですぞ、愚鈍な従者殿！　悪魔との戦いには、この『肉屋』、綺き麗れいさっぱり、微み塵じんも興味などありませんが、今回は異変を我が身に受けてしまったのです！　こうなったからには、ちゃんと解決までお供する所存！」

「兎耳のことはちゃんと把握してるんだな………そんなこと言われてもな。危険なことになったらどうするんだよ」

「ぶっちゃけ、ついて行かないと存在を忘れられて一人だけ元に戻りそびれる危険性が！」

「まぁ、それは否定しないなぁ」

　櫂かい人とはそう頷うなずいた。エリザベートは結構うっかりしたところがあるのだ。

　どちらにしろ、今更城に戻れと言っても、『肉屋』は聞かないだろう。

（まぁ、大丈夫か………こいつ、意外と強いし）

　櫂人は諦あきらめ、道行く人々を再び丁寧に観察した。

　腕に刺青いれずみを入れた男や、全身鎧よろいの傭よう兵へいなど、目立つ姿もあるが、流石さすがに布を頭から被かぶった四人組などいない。魔術師の集まりだと言い張るにも───しかも、一人はあからさまな兎うさぎ耳を生やしている───他の装備がないせいでどうにも不自然だ。

　布の陰でふさふさの尻尾しつぽをはたりと揺らし、櫂人は困ったと声をあげた。

「で、どうするんだ、エリザベート？　一度城に帰って服を変えて、あと『肉屋』をなんとかするか？　あっ、こら、ヒナ！　簡単に正気を失うんじゃない！」

「わっふわっふ、カイト様の尻尾がもふもふ揺れてます！　わっふわっふ！　これにじゃれつかないなど、無理なのです！　はぁ、もっふもっふ、はぐうっ！」

「食べるの禁止！」

「この街は、獣人、亜人の独自の情報網に対抗するため、人間のみに交易相手を絞っていた商人ギルド内の派は閥ばつが取り引きに使用していた野営地に、人が集まったことで興おこったのだ。一応、王国からは役人が派遣されているし、教会も支部を設け、息をかけている。だが、基本は商人の街であり、金こそ力で、富は位だ。裏で流通する品も多く、人の移動も盛んで、街の所有する資金量は多いが、治安は安定しない」

「なぁ、エリザベート、まさか………丁度いい服が城にないってことはないよな？」

「お主はそこそこ察しがよくて助かるなぁ」

「はぁ、カイト様、もっふもっふ。お日様の匂いがしましゅ、くんくんっ」

　エリザベートは眼鏡めがねの位置をキリリと直し、遠い目で天を仰いだ。ヒナは遂ついに櫂人の尻尾を捕まえると、はぐはぐと噛かんではぎゅっと胸に抱き締め、顔を埋めた。何やら恍こう惚こつとした様子で、彼女はスーハーと呼吸までしている。勝手に尻尾を堪たん能のうされながら、櫂人もエリザベートの隣で、そうか………と虚空を眺めた。

　裏路地から覗のぞく狭い空は、綺き麗れいに晴れている。爽さわやかな青色が気持ちいい。

　その時だった。洗濯紐ひもを渡された家々の間から、大きな影が降って来た。

「へっ？」

「失礼します、カイト様っ！」

　間抜けに口を開いた瞬間、櫂人は腰に衝撃を感じた。と、思った時には、彼は片腕で抱きかかえられ、路地の奥へ運ばれていた。

　先程まで、人の尻尾を愛めで倒していたとは思えない鬼気迫る表情で、ヒナは砂すな埃ぼこりを蹴け立たてて着地する。

「何奴！」

　彼女は布に隠したメイド服の胸元に手を入れると、ナイフを抜き、鞘さやを切り払った。

　銀色の輝きを携え、ヒナは犬の尾を左右にゆっくりと振る。それを見て、櫂かい人とは呟つぶやいた。

「………喜んでるのか？」

「愚ぐ鈍どんな従者殿、犬は警戒する時も尾を振るのですぞ」

　意外と律儀に、『肉屋』が訂正の声をあげる。その間に、エリザベートも動き出した。

「ふふん………このタイミングで珍客とはな」

　彼女は眼鏡めがねを消し、油断なく移動すると路地の入口側を塞ふさいだ。そこに先程櫂人の上に着地しかけた影が走り寄って行く。

　エリザベートは白い腕を伸ばすと、木箱に手をつき、その進行を止めた。

「おっと、止まってもらおうか？」

　びくりと、影は立ち止まった。

　よく見れば、それは頭から爪つま先さきまで黒布をすっぽりと被かぶった人間だった。外見だけならば───櫂人達と瓜うり二ふたつ───まるで『肉屋』の兄弟のようにも見える。

　それは不自然に、低くしわがれた声をあげた。

「………通してくれ、追われているんだ」

「人の従者の上にいきなり着地しておいて挨あい拶さつもなしとは無ぶ粋すいな奴よなぁ。何に追われているのか、せめて言ってからにせぬか？　場合によっては利用できそうな気がするのだ」

「なっ、何を言ってるんだ！　ぶつかりかけたのは悪かったが、わざとじゃないんだ！　頼むから早く！」

「いたぞ！　こっちだ！」

　その時、路地の奥、『肉屋』の後ろから複数の怒声が響いた。数人のガラの悪い男達が足音も荒く駆け込んでくる。

　櫂人とヒナは後ろを振り向いた。狐きつねと犬の尾が、揃そろってもふりと揺れる。

　そこで、彼はあっと気がついた。

（おい、獣人排他地区で、尻尾しつぽを見られちまったじゃねぇか！）

「おいおい………一体どういうことだ、こりゃ」

「獲物が増えてるぞ」

「ってか、アレはなんだ？」

「なんだアレ？」

（………確かに、コレはよくわからないよな）

『肉屋』にざわつく男達に、櫂人も内心賛同した。兎うさぎ耳をにょきっと生やした黒布の塊など、確かに何者かわかってたまるかと思う。

　堅かた気ぎに見えない男達は、動揺しながらもとりあえず兎耳は無視することに決めたらしい。ヒナと櫂人の尾を改めて眺め、彼らは訝いぶかしげな声をあげた。

「おいっ、どうすんだ、これ。他にも逃げ出した奴がいるって話、聞いてるか？」

「─────くっ！」

　黒布を被かぶった逃亡者は男達が櫂かい人ととヒナに気を取れている隙すきに逃げようとして、エリザベートに邪魔をされ、舌打ちした。だが、逃亡者自身も櫂人とヒナの尻尾しつぽに動揺しているらしい。彼は度々、布に隠された顔をちらちらと二人に向けた。

「まぁ、全員纏まとめて捕まえてから、考えるとするか」

　結論が出たのか、男達は拳こぶしを鳴らした。不穏な気配を察知し、ヒナは低く囁ささやく。

「………いい度胸ですね」

　彼女は掌てのひらの中でナイフをくるりと回転させ、持ち直した。それを見て、特に筋骨隆々とした男が盛大に噴き出した。

「まさかお嬢ちゃん、そんな小さなナイフで刃向かおうってのか。そっちこそ、いい度胸じゃねぇか！　その隣の野郎はなんだ………狐きつね？　もう一人はよくわからんが、男の商品が逃げたって話は聞いてねぇな。そっちのガリは殺してもぉっ！」

　その頬ほお骨ぼねの目立つ顔が横に傾かしいだ。噴き出した鼻血が線を描いて、真横に飛ぶ。

　的確に投げられたナイフの柄が、男の頬を直撃したのだ。姿勢が崩れた瞬間、彼の腹には容赦なく追撃が加えられた。

「─────フッ！」

　嵐のような踏み込みと共に、布をマントのごとく翻ひるがえし、ヒナは重い拳を振るった。

　殴られた腹を中心に、男は体をくの字に曲げ、吹っ飛びながら吐と瀉しや物ぶつを撒まき散らした。

「がっ、ぐっ………ぐえぇっ」

「他た愛あいない。雑ざ魚こが」

　同時に、ヒナは路面に落ちる寸前のナイフを掴つかみ取った。くるりとそれを再び回し、彼女は冷たい瞳で言う。

「誰がガリだ。誰を殺すだ。愛いとしくも世界一可愛かわいらしくかっこいいカイト様に、貴様のような蛆うじ虫むしが何をぬかすか。蛆虫は蛆虫らしく、地をのたうち回っていろ………はぁ、狐耳カイト様最高に愛らしいです、魔術薬万歳、もっふもっふのせいで世界の終わり」

「な、何言ってんだ、この女」

「おっ、おい、こりゃあ………」

「一筋縄じゃいきそうにねぇな」

　ヒナの言葉に、一同は困惑した───ついでに、櫂人とエリザベートも冷や汗を流していた───が、中の一人、眼鏡めがねをかけた比較的冷静そうな男が早めに我に返った。

「応援を呼ぶぞ」

　彼は胸元から金属製の笛を引き抜いた。だが、その先を咥くわえ、吹こうとした瞬間、彼の手首に鎖が巻きついた。何が起こったのかと、男は愕がく然ぜんと顔をあげる。

「よう、その似合わぬ眼鏡めがね、外さぬか？」

　その視線の先で、エリザベートがにこりと愛らしく微笑ほほえんだ。男が声をあげる間も許さず、彼女は強く鎖を引く。

「ほいっとな！」

「ぎぇっ！」

　冗談のような勢いで、男は前に吹っ飛んだ。巻き添えになった数人が、地面の上を引きずられる。彼が慌てて顔をあげた瞬間、眼鏡の外れた頬ほおに、鋭いヒールがめり込んだ。

　人を呼ぼうとした男を、女王のごとく踏みつけ、エリザベートは言い放った。

「おっと、増えられてたまるか、神妙に死にさらせ」

「ええ、そうですとも。騒ぎになっては困ります。カイト様にご迷惑ですから」

　二人はそれぞれ、邪悪かつとても穏やかな微笑みを浮かべた。

　櫂かい人とは心の中で手を合わせる。まだ立っている男達は表情を凍らせた。




　それから先は、まさに一方的な蹂じゆう躙りんと言えた。




『拷問姫』と戦闘に特化した機械人形相手に、ただのゴロツキが敵かなうはずもない。

　エリザベートが伸ばした鎖が、一斉に男達の首に巻きついた。蜘く蛛もの巣の中心に立つ女王のごとく嫣えん然ぜんと嗤わらい、彼女は腕を引く。面白いほど簡単に、男達は宙を舞った。

「よっと！」

　ヒナは踊るように足を運んだ。その度、隣を掠かすめた者達は呻うめき声をあげて崩れ落ちる。布とメイド服の裾すそを華麗に翻ひるがえし、彼女はまるで子供を転ばせるように、軽く腕を振るった。

「はいっ！」

　やがて、気絶した男達は死し屍し累るい々るいと積みあげられた。

　ヒナが特に意味もなく重ねた山を、エリザベートはとても楽しそうに踏む。

「うむ、流石さすが余である！　大勝利！」

「お疲れ様でしたー」

　ヒナがパチパチと両手を叩たたく中、エリザベートは猫耳と尻尾しつぽをピンッと立てて、誇らしげに胸を張った。だが、直すぐに飽きたのか、彼女は一際強く元眼鏡の男を踏むと、山から飛び降りた。

「さてと、こちらは片付いたな………次は」

　あまりの展開に固まっている黒布姿の逃亡者に、エリザベートは堂々と近づいた。

　びくっと肩を震わせ、漸ようやく相手は逃げ出そうとした。だが、それを止めるように、エリザベートは軽く顔の前で手を振った。

「あぁ、逃げずともよい。そなたに危害を加える気など全くないわ」

「えっ………も、もしかして、わた………俺を助けてくれたのか、ありがとう」

「なぁに、考えなしに助けたわけではないぞ。先程の男は、『獲物が増える』と言ったな」

「はっ？」

「つまり、お前は」

　瞬間、エリザベートは素早く腕を伸ばした。彼女は相手の被かぶった黒布を掴つかみ、抵抗する暇もなく一気に引き剥はがした。布の下から現れた姿に、櫂かい人とは息を呑のむ。

　同時に、今までの低い声が嘘うそのような高い悲鳴があがった。

「キャアアッ、なっ、何をするんだ！」

　中の人物は、赤茶の豊かな髪をした、若い娘だった。

　彼女はリボン付きのコルセットと組み合わされた、煽せん情じよう的てきな下着を身に着けている。体を隠す布を奪われ、彼女は慌ててホクロつきの谷間が見事な胸元を隠した。

「しっつれいします！　カイト様っ！　とうっ！」

「ヒナさん、とても邪魔です」

　同時に、恐るべき瞬発力を発揮したヒナが、しかっと櫂人の目を塞ふさいだ。だが、彼は視界を閉ざされる寸前、確かにそれを見た。

　娘の癖くせのある髪の上には、赤茶の猫耳が生えていたのだ。




「運がよいな。手がかりが、自分から来たわけだ」

　そう、エリザベートは深く微笑ほほえんだ。





　　　　＊＊＊






「それでは聞こう。何な故ぜ、お前は獣人排他地区にいるのだ？　獣耳の娘よ」

「たっ、助けてくれ！」

「何？」

　自分の布を剥いできた得体の知れない相手に、突然、娘はそう訴えかけた。正気の沙さ汰たではないと、エリザベートは訝いぶかし気な声を出す。ヒナもむむっと唸うなった。

「何か事情がありそうですね……」

「そうだぞ、ヒナ、このままだと、状況を見極めようがないから、手をどけてくれ」

　渋々ながらも、彼女はそっと櫂人の目元から掌てのひらを外した。

　娘は胸元を隠すのを止やめると、不意にエリザベートに腕を伸ばした。その頭を覆う布を掴み、彼女は勢いよく後ろに払い退のける。不ぶ躾しつけな行為に、エリザベートは抵抗しなかった。

　ふわりと布が背後に落ち、中から黒猫の耳が覗のぞく。

　それを確認すると、娘は叫んだ。

「やっぱり………アンタも同じ状態だ。今、アンタ、手がかりって言っただろ？　もしかして、この耳について何か調べてるんじゃないのか？　どうか、私を助けてくれ。代わりに何でも話すから！」

「驚いた………なかなかに聡さとい娘ではないか。理解が早いのは助かるな」

　黒猫の尾をひらりと揺らし、エリザベートは頷うなずいた。だが、言葉に反して、彼女は娘に背中を向ける。娘は言葉もなく慌て、櫂かい人とは思わず声をあげた。

「おい、どうしたんだ、エリザベート？」

「特にどうもせぬわ。椅い子すが欲しいだけよ」

　問いかけに応え、彼女は路面を蹴けった。気絶したままの男達の山に、エリザベートは優ゆう雅がに腰掛け、足を組む。櫂人は思わず半眼になった。

「あっ、椅子ってそういうことな」

「簡潔に言うぞ、余達はここから東に遠き、山の上の城に棲すむ者だ」

　櫂人の言葉を無視して、エリザベートは囁ささやいた。その優美な丸みを帯びた尻の下では、元眼鏡めがねの男が苦しそうだが、なんだかいい笑顔を浮かべている。

　それをむぎゅっと更に潰つぶしながら、エリザベートは続けた。

「先日、そこに謎なぞの使い魔が現れ、『人に獣耳を生やす魔術薬』を撒まいていきおった」

「東に遠き、山の上の城───もしかして、アンタ、悪魔狩りの『拷問姫』なのか？」

「おや、なんと、知っておるのか？　余も有名になったものだな。余の所しよ業ぎようのことだけならばともかく、今の棲すみ家かまで把握されているとは」

「正確な棲家の場所は知らないよ。でも、この街の連中の多くが聞いたことがあるはずさ………ここは商人の街だ。アンタのところには、『伝説の肉屋』が通ってるって噂うわさだよ」

「待て、本当に待て。こ奴は一体何者なのだ」

　額ひたいを人差し指で押さえ、エリザベートは娘の言葉を止めた。その仕草からして、長い付き合いにも拘かかわらず、彼女も『肉屋』のことはよく知らないらしい。

　その隣で、『肉屋』はえへへんっと大きく胸を張った。だが、娘は『伝説の肉屋』の外見を知らないのか、特に反応しない。櫂人は目を細め、考えた。

（確かに『拷問姫』の城まで飄ひよう々ひようと肉を売りに来る時点で、ただ者ではないんだよなぁ）

　冷静に考えれば、あの黒布に包まれた背中から百戦錬磨のオーラも感じ取れる気がする。だが、その頭から間抜けに兎うさぎ耳が生えている時点でここは否定しておきたいところだった。

（うーん、やっぱり『肉屋』は『肉屋』だしなぁ）

「まっ、まぁ、『肉屋』のことはよい。ひとまず横に置いておこう………何となくだが、そのあたりを探り出すと、途方もなく長くなる気がするのだ。うん」

　そう、エリザベートは咳せき払ばらいをした。『肉屋』がバスバスと足で路面を叩たたくのを無視して、彼女は場を仕切り直す。

「故ゆえに、魔術薬を撒まいた犯人を捜すため、余達はこの街までやって来たのだ。『壁の街』では、獣耳のついた不審死体が大量に出たと聞いている。お前は、何か関係があるのか？」

「あぁ………そうだ。このままだと、私も殺されるんだ！」

　突然、物騒な言葉が飛び出した。三人は再び眉まゆ根ねを寄せる。その前で、娘は自身の猫耳を実に忌いま々いましそうに掴つかんだ。彼女の不安を表すかのように、長毛の尻尾しつぽが膨らむ。

「私は獣人じゃない。流れの商人だが、純血の人間だ。だが、父が商売に失敗して、借金の形かたに、私は無理やり怪しい連中に連れ去られて、薬を飲まされたんだ………多分、アンタ達の城に撒かれたのと同じものだと思う」

「………量産している者が、いるということか」

「私は知ってるんだ！　こうして獣耳を生やされた者の多くは、人に売り払われた後に殺されている！　獣耳が生えた人間を買っては、残ざん虐ぎやくに殺している奴がいるんだ！」

「ふむ………人身売買、か。わざわざ獣耳の生えた人間を好んで買っているということは、獣人への憎しみを晴らしている説が考えられるな。だが。この地は他の排他地区に比べれば、感情的な軋あつ轢れきは遥はるかに低い」

　エリザベートは自身の頬ほおを撫なで、考え込んだ。ピクリッと彼女は猫耳を揺らす。

「わざわざ獣耳が生えている人間を買い、憎悪を持って殺すような者ならば、他の街に行くはずだと思うのだが………いや、そもそも魔術薬の出で所どころと精度からして、これは悪魔の仕し業わざのはずだ───ならば何な故ぜ、犠牲者を限るのだ？」

「知るかよ！　変態の考えなんてわかるはずがないだろ！　なぁ、助けてくれよ、お願いだ。この耳は烙らく印いんと同じなんだ」

「烙印？」

　娘の懇こん願がんに、櫂かい人とは思わず呟つぶやいた。何かを感じ取ったのか、娘は赤茶の瞳で真まっ直すぐに櫂人を見つめた。彼女は重苦しい声を喉のどの奥から押し出す。

「そう、烙印。もうお前に人権はない。商品の一つだっていうことさ！　私は何とか逃げることができた………でも、この耳じゃ、関所を通れない。アイツらは獣耳の人間を見つければ、処分の面倒さに引き取りに来た人間にそのまま引き渡すんだ」

「出入りの検査は厳しいくせに、いい加減だな」

「要は、内部の情報が外に出なければいいわけだ。獣人混じりが街の中でどうなろうと、知ったことではないのだろう。逆に感情的な軋轢が低いからこそ、扱いは適当になる。その存在を嫌悪している街ならば、獣人の所有者にも厳しい罰則が下るだろうからな」

「まだ私と同じような子達がたくさん………友達も囚とらわれてるんだ………アンタ達、強いだろう？　なぁ、なんとかできないかな？　お願い、お願いだよ」

　目を潤うるませ、娘はエリザベートに訴えた。櫂人は唇を噛かみ締しめる。人間扱いをされず、蟲むしのように虐しいたげられる辛つらさを、彼はよく知っていた。だが、エリザベートは返事をしない。

　代わりに、櫂かい人とは必死に頭を回して、口を開いた。

「教会の支部は、この街にもあるんだろう？　そこに助けを求めれば」

「アイツらもそれは知ってのことさ。教会に向かう道は全て塞ふさがれてる………一人じゃ駆け込めやしないんだ。それに神父が他の教会に連絡をしようとしてくれたとしても………街から出る前に情報は握り潰つぶされる気がする」

　相手がこの街の仕組みに深く関かかわるほどの富を持っている存在ならば、確かにそうなるだろう。もっと大規模な教会支部からの応援がなければ、街の神父一人で対応することは難しい。そう、櫂人は頷うなずいた。彼は再びエリザベートを見る。

（エリザベートになら教会の本部に違法な人身売買の事実を連絡することも、自力でなんとかすることもできるだろう）

　それなのに、まだ彼女は黙ったままだ。

　エリザベートは娘の懇こん願がんを無視して、何かを考えているらしい。

「なぁ、エリザベート」

　その態度を、櫂人が咎とがめかけた時、不意に娘は片かた膝ひざを路面についた。

「ん？」

「………あら」

　エリザベートは眉まゆ根ねを寄せ、ヒナは困った顔をする。娘は下着姿のまま汚れた路面に深々と身を伏せ、土下座をした。肩甲骨の剥むき出しになった背中は、細かく震えている。

　そこまでして懇願する姿はただ哀あわれで、無力だった。

「お願いだ………私達を助けて」

「顔をあげよ、小娘」

　鋭い声が響いた。娘は顔を跳ねあげ、目を輝かせかける。だが、そこに厳しい言葉が矢のように放たれた。

「貴様ごときの土下座に、何な故ぜ価値があると思うのだ。思い上がるな、愚物が」

「…………えっ？」

「エリザベートッ！　その言い方は」

　ないだろうと、櫂人思わず声を荒らげる。だが、止めるように、ヒナがその腕にそっと触れた。翠みどりの瞳にじっと見つめられ、櫂人は言葉を呑のみ込む。

　エリザベートは彼の叱しつ責せきに動揺することなく、淡々と冷静な言葉を紡つむいだ。

「余達は、我が身に起きた異変の犯人を求めに来た。そう言っておる。そして、貴様は情報を持っているのだ………そこで頭を下げてどうする？　愚かにもほどがあるぞ？」

「そ、れは」

「情報を盾に救出を強ね請だるくらいのことはできぬのか」

「………あっ」

　娘は慌てて口を開き、閉じた。エリザベートは鼻を鳴らすと、顔を嘲あざけりの表情に歪ゆがめる。

「ハッ、賢いと思ったが、とんだ愚者であったな。何のことはない。家畜根性が身についておるから、命まで搾さく取しゆされるのよ。笑える話だ。自ら望んで食われる輩やからはどこに行ってもやがては食われ死ぬ運命であろうよ」

　エリザベートはそう言い捨てた。目を瞬まばたかせ、娘は悔しげに顔を伏せる。そこに、エリザベートは容赦なく言葉を重ねた。

「地に這はっていたいならば這っているがよい。余は弱者故ゆえの懇こん願がんなど好かぬ」

　エリザベートは冷たく彼女を突き放す。戦わない者は救いようがないと、彼女は侮ぶ蔑べつを込めて断言した。

　瞬間、娘はぐっと拳こぶしを握り、路面を殴りつけた。彼女はそれで体を支え、立ち上がる。

　娘は真まっ直すぐに背筋を伸ばし、顔をあげた。その表情は、今までの泣きそうなものから一変している。

「………ほうっ？」

　敵意にも近い、苛か烈れつな視線を受け留めながらエリザベートは微かすかに嗤わらった。彼女は長く美しい足を組み直す。黒布の裾すそが捲まくれ上がり、白い太ふと腿ももが露あらわになった。

　エリザベートは実に堂々と、傲ごう慢まんに娘を見下す。

「どうした？　何か言いたいことでもあるのか？」

「人身売買が行われている場所に案内する。代わりに奴らをぶっ殺し、被害者全員を救出することが条件だ。破ったのなら、アンタらも巻き添えに、役人に突き出してやる」

「よくぞ吼ほえた！　言われずともやってくれるわ！」

　娘の言葉に、『拷問姫』は高らかに宣言した。その隣で、わかっていたと言うようにヒナは深々と頷うなずく。櫂かい人とも思わず、微かに口元を緩めた。

　同時に、エリザベートは長い睫まつ毛げを伏せ、低く呟つぶやいた。

「何が目的か、理由かもわからぬ。だが、余の開発した魔術薬がこのようなふざけた戯事ざれごとに使われておるとはな………決着はつけようぞ、どの悪魔かは知らぬが覚悟をしておけ」

　櫂人はその目の中に、確かな怒りと殺意を見た。だが、それも直ぐに掻かき消える。

「今から、貴様の悲鳴が楽しみだ」




　エリザベート・レ・ファニュ。

『拷問姫』は、今後の展開を楽しむように、ただ邪悪に笑った。
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　夜闇の中に、松明たいまつが煌こう々こうと燃えている。

　暴力的な熱を発しながら、原始的な灯あかりは分厚い鉄の扉を左右から照らしていた。

　街の片隅には───茨いばらが絡み、隙すき間まに蛇が潜ひそむ石垣に囲まれた───共同墓地が広がっている。その周りには開発から取り残された古い建築物が密集していた。時に葬儀の列が外まで続くことがあるからか、縁起を担ぐ商店や商会の支部は辺りには一切ない。

「なかなかに不気味な場所だな」

「あぁ、実にらしいではないか。そして………あそこがそれだな」

　エリザベートの指差す先───屋根が朽ち、何かが棲すみついていそうな湿った建物の一角に───その扉は地獄の入り口のようにひっそりと、しかし派手に新設されていた。

　禍まが々まがしい光に濡ぬれた鉄の表面には、豊満な体つきの女が鎖で縛られ、逆さ吊づりにされながら血の涙を流している。教会が掲げる、『受難の聖女』の醜しゆう悪あくなパロディレリーフだ。

　もしも教会の人間がこれを見つければ、制作者は必ず異端審問にかけられることだろう。

　複雑に絡み合う通路の一つから顔を出しながら、櫂かい人と達は囁ささやき合った。

「クルーレスみたいな奴が見つければ、間違いなく、関係者全員を拷問にかけるだろうな。よくやるもんだ」

「アレは二重扉だな。昼の間は、ただの木戸で塞ふさいであるのだろう。こんな共同墓地近くに、夜中に用もなく訪れる人間はおるまい………そこのソフィアの話では、墓地を守る神父は夜目が利かぬ故ゆえ、出歩かないという。つまり、この建物はとことん教会の権威を馬鹿にし、侮あなどっているわけだ」

「ますます、悪魔の所しよ業ぎようらしくなってきましたね」

「緊張しますなぁ………これからが本番ですぞ。最終決戦というやつですな」

　四人はこそこそと囁き合った。中でも『肉屋』のテンションはややずれている。

　その後ろには、赤茶の髪の娘───ソフィアと名乗った───が声もなく続いていた。

『石壁の街』からはどうせ出られないとは言え、一度逃げた場所に舞い戻って来てしまったのだ。先程から、彼女は布に包まれた肩を小さく震わせている。

「大丈夫か、ソフィア？」

「だ、大丈夫だ。ここで負けたら、私はそれこそ、『物』のままだから」

　櫂人の問いに、ソフィアは気丈に答えた。だが、その目は言葉に反して怯おびえている。励はげますように、櫂人は彼女と視線を合わせ、深く頷うなずいた。

「安心して欲しい。きっと、上う手まくいくから」

「あっ………あぁ、ありがとう………信じるよ」

　意識して、ソフィアは細く息を吐き出した。何度か呼吸を整え、彼女は櫂人に頷き返す。

　もう一度、ソフィアに力強い視線を送り、彼はエリザベートに向き直った。深く被かぶった帽子の円形のツバを、櫂人は緊張の面持ちでなぞる。

「と、言ったところでアレなんだが………なぁ、エリザベート。流石さすがに、コレには無理があるんじゃないか？」

「いや、いけるいける。余の予想ではちゃんといける。心配するな、大丈夫だ。お主はできる子だと、余は信じておる」

「お前が自信ありげに振る舞う時って、絶対根拠がない気がするんだよなぁ、ぐえっ」

　ぼやいた瞬間、櫂かい人とは強く背中を押された。鋭いヒールで、彼はげしげしと蹴けられる。

「ほら、男は度胸だ。ぼやぼやせずに、さっさと行かぬか」

　何度も追撃を加えられ、たまらず、彼は松明たいまつに照らされた扉へ向けて歩き出した。

　重々しい入口の両側───ギリギリ暗闇に包まれている範囲───には奇妙な格好をした門番が控えている。彼らは顔をわざとらしく白塗りにして道化の衣装に身を包んでいた。

「ん？」

「なんだ？」

　近づいてくる櫂人を見て、二人は眉まゆを顰ひそめた。だが、顔を見合わせながらも、彼らは櫂人を即座に追い返すことはせずに問いかけてきた。

「あー………申し訳ありません、旦だん那な。見ないお顔ですが、何のご用でしょうかね？」

「ここがどこか、知っての訪れで？」

　一応尋ねてくる時点で、突き抜けて不審なわけではないのだろう。微かすかに安心しながらも、櫂人は息を吸い込み、低く装った声を出した。

「勿もち論ろん『悪魔の館やかた』に用があって来た。他でもない、ルッキアーノ氏に商談があるんだが」

　櫂人はソフィアに教わった、館の名称と人身売買の元締めの男の名前を囁ささやいた。ここでおどおどしても仕方がない。彼はなるべく傲ごう慢まんな人物に見えるように胸を張る。

（ここで躊躇ためらってたら、いかにも不審者だからな………）

　その体は前面から後面まで、全て分厚いマントで覆われていた。しかもシルクハットのおまけつきだ。これらは全て、エリザベートが倉庫から取り出した代物だった。

　服があるのならば、潜入時から着ればよかっただろうと怒る櫂人に、先程、彼女は実に堂々と応えた。

『あのなぁ、聞くが布の塊とこのマント。一体、どちらが怪しいと思うのだ』

　ぐうの音も出ないとは、このことだった。だが、彼女曰いわく、この胡う散さん臭くささもこういう場では似つかわしく見えるものらしい。ソフィアも『似た格好の人間をよく見た』と語っていた。つまり、ここを訪れる人間はよく仮装をしているようだ。

（それでも、こんなもので通るわけがないだろう）

　そう、櫂人は確信していた。案の上、道化二人は顔を見合わせ、肩を竦すくめた。

「失礼ですが、約束はおありですかねぇ？」

「ない、が。こちらを───」

　櫂人はパチンと───血の滲にじむ短期練習の末に、何とか音を出せるようになった───指を鳴らした。同時に、彼の背後から、二本の足が左右にすらりと伸びた。

　真珠色の肌を誇る柔らかそうな太ふと腿ももには、それぞれ黒のリボンと白のリボンが結ばれている。足は艶なまめかしく上下に揺れた。

　道化達が息を呑のむと同時に、ぴょんっと二人の娘が櫂かい人との後ろから軽やかに飛び出した。

　これぞ、櫂人達の切り札だった。

　黒の下着を身に纏まとったエリザベートと、白の下着を身に着けたヒナだ。

　大量のレースに縁どられたコルセットで際どく体を覆った二人は、甘えるように鳴く。

「にゃあ」

「くぅん」

　二人は親愛を示すように、黒猫の尾と白犬の尾を道化達に向けて振った。言葉をなくす彼らの前で、ヒナとエリザベートは互いに向き合い、そっと頬ほおを寄せ合った。

　ヒナは少し身を屈かがめ、エリザベートは背伸びをする。

　柔らかな頬が触れ合い、ふにゃりと潰つぶれた。

　彼女達は突き出した胸も重なる姿勢で、両手の指を絡ませた。エリザベートの形よく小さな胸と、ヒナの大きな胸が触れ合い、微かすかに潰れる様は、その間に挟まれればいかほどにと、想像を回したくなるような光景だ。

「なぁご」

「ふぅん」

　潤うるんだ紅あか色の瞳と翠みどり色の瞳が、甘えるように道化達を映した。そのまま二人は微笑ほほえむ。猫耳と犬耳に飾られた顔に、愛らしくもありながらとろけるように妖よう艶えんな笑みが浮かんだ。

　はっきりと、道化達が唾つばを飲む音が聞こえた。この世のものとは思えない美び貌ぼうの共演に、彼らは魅了される。

　その隙すきを逃さず、櫂人は脅おどすように低く囁ささやいた。

「───お持ちしたのだ。必ずや、今こ宵よいの目玉となることだろう。幾らの額が動くのか、お前達に想像がつくのか？　氏に買い取って頂けないのならば、自由競売に出すつもりなのだが………遅れでもすればどうしてくれる？　責任はお前達が？」

「失礼しました。ど、どうぞ、お通りを」

　慌てて、道化達は鉄の扉を押し開けた。

　満面の笑みを浮かべ、猫の尻尾しつぽと犬の尻尾を仲良く絡ませ合いながら、エリザベートとヒナが腰を揺らして先に進んだ。その後に、櫂人は布を頭から被かぶった二つの影───一人には兎うさぎ耳が生え、もう一人は不審に顔を隠している───を連れ、続こうとした。

「おい、そこの」

　困惑した様子で、道化は影を呼び止めた。だが、櫂人は伸ばされた腕を盛大に払った。彼は機嫌を損ねたことを示すように、わざと大きな音を立てて舌打ちをした。

「私の従者だ。兎うさぎ耳の方は、前の競売で買ったものだ。もう一人は、流行はやり病やまいで顔が溶けている。醜いがよく仕えてくれている者だ。気軽に見ようとするな」

「…………畏かしこまりました」

　一瞬、布の隙すき間まから覗のぞいた顔は、確かに異様な肌色をしていた。その事実を前に納得したのか、道化は大人しく手を引いた。

　四人は燭しよく台だいに照らされた狭い階段を降り始める。半ばまで降りたところで、頭上で重い音を立てて扉が閉められた。

　炎の光が途切れたのを確認すると、エリザベートは小さく飛び跳ねた。

「やはり、な。獣耳を生やす魔術薬は、恐らく仲間内でしか流通していない代物だ。獣耳を生やした娘を連れている時点で、それは一種の通行証明になると考えたのだが当たりだったな。ソレの質が高ければ、尚なお更さら上客ということだ」

「無事に通れて何よりでした………球体関節部分にはたいた粉が、取れてしまわないかが心配でしたから」

「本当、何よりだけどな………正直、お前がそこまでやるとは思わなかった」

　櫂かい人とは感心したと声をあげた。彼は先程のやり取りを思い返す。まさか、誇り高いエリザベート自ら、艶なまめかしいポーズをとるとは予想しなかった。

　櫂人の言葉に、彼女はやや不機嫌に鼻を鳴らした。

「はんっ、確かにその通りよ。今でも鳥肌が立っておるわ。見よ、びっしりだ。だが、本を正せば、魔術薬は余のせいでもあるようだからな」

「だからその格好、か」

「悪魔の潜ひそむ場所も確かめず、開幕からいきなり大暴れをするわけにもいくまい。後ほどこの鬱うつ憤ぷんは、存分に晴らさせてもらうとしよう」

「大暴れの予感がしますなぁ、腕が鳴りますぞ」

「お前は何もしなくていいからな」

「シーッ、静かに。そろそろ着く」

　ソフィアが小さく囁ささやいた。彼女は泥と灰を混ぜたものを塗りたくった顔を緊張に歪ゆがめ、鋭く目を細める。エリザベートは肩を竦すくめ、また人形めいた穏やかな笑みを唇に戻した。

　階段の最後には、ランタンを手にした新たな門番が立っていた。だが、獣の仮面をつけた細身の男は、ただ扉を開けるためだけの存在らしい。

　深々と礼をして、彼は扉に手をかけ、実に恭うやうやしく開いた。




「ようこそ、悪魔の館やかたへ」

　その向こう側からは、濃厚な血の匂いがした。
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　扉を潜くぐり、櫂かい人とはまずあることを不思議に思った。

（血の匂いはするのに、死体がない）

　邸内には濃厚な血臭が漂っている。だが、目につく範囲に死し骸がいはなかった。

　壁際に並べられた芯の細い蝋ろう燭そく達は、小さな火を力なく揺らしている。室内の光量はわざと絞られているようだ。だが、薄闇の中でも───重い緞どん帳ちように隠された舞台を前方に供えている以外───上質な酒場に似た一室に特に異常な点は見られなかった。

　絨じゆう毯たんに、卑ひ猥わいな裸婦画が織り込まれているのが不吉と言えば不吉だが、他に物騒な点はない。櫂人は落ち着いて店内にいる人間の様子を観察した。

（意外と、目に見えて危なそうな奴はいないな）

　獣の仮面をつけた店員が、ワイン棚の前に設けられた、バーカウンターに立っている。無造作に置かれた円卓やカウチの上では、仮装じみた格好をした奇怪な客達が思い思いに寛くつろいでいた。中には、獣耳をつけた人間を侍はべらせている者もいる。だが、その多くは手ぶらだ。エリザベートとヒナを左右に連れ、櫂人は一瞬どうすればいいかを迷った。

「ようこそ、『悪魔の館やかた』へ。どうぞ、歓迎の一杯を」

「あっ、はい」

　不意打ちで、櫂人は獣の仮面をつけた娘に金のゴブレットを手渡された。思わず、彼は素で受け取ってしまう。どうやら、これは店からのサービス品のようだ。

（飲んだ方が怪しまれない、か？）

　櫂人は唇に杯を当て、傾けかけた。瞬間、彼はエリザベートに手首を掴つかまれた。弾はじかれたように、櫂人は顔をあげる。その視線の先で、エリザベートは静かに首を横に振った。

「止やめておけ」

「何………えっ？」

「飲みたければ飲んでもよいが、後悔することになるぞ」

　彼女の言葉に中身を確かめ、櫂人は愕がく然ぜんとした。

　豪ごう奢しやな金の器には人の血が注がれている。だが、微かすかに甘い匂いがするので、全てが血液なわけではなさそうだ。恐らく果汁か、酒で割られているのだろう。

　つまり、これは飲めるように調整が成された代物なのだ。

　だからこそ、櫂人には尚なお更さらそれが悪趣味に感じられた。

（おいおい………どういうことだよ）

　ゆっくりと、ゴブレットを唇から放したところで、櫂人はいつの間にか、自分に複数の視線が向けられていることに気がついた。だが、正確には、人々は彼を見てはいない。

　美しい商品───エリザベートとヒナに───客達は好奇の眼まな差ざしを投げかけていた。

　やがて、羽根をたっぷりとつけた悪趣味な仮面で顔を隠した男───どうやら店員ではなく客らしい───が、そわそわと体を揺らしながら、櫂かい人とに近寄って来た。

　彼は親しみと下心がべったりと滲にじむ声をあげる。

「失礼。そちらは、もしかして今日の自由競売に出されるお品しなで？」

「えっ、ええ………ッ！　いえ、違います」

「『最初はルッキアーノ氏に。断られれば競売に』」

「最初はルッキアーノ氏に、断られれば競売にかける予定です」

　エリザベートは櫂人の脇わき腹ばらを肘ひじで突いたうえに、甘えるようにその肩に顎あごを乗せ、囁ささやいた。櫂人は必死に言葉を繰り返す。

　あぁ、と相手は頷うなずき、あからさまに落胆した様子を見せた。彼は息を吸い込み、だが、何かを言い澱よどんで口を閉じる。

　その時、ふとエリザベートが動いた。彼女は男を真正面から見て、片目を閉じてみせる。

「にゃあっ」

　親愛を示すように鳴くと、エリザベートは男の腕を指の先でするりと撫なで、尻尾しつぽをその足に絡めてみせた。彼女は男の腿ももの内側を愛あい撫ぶするようにさすり、促うながすように鳴く。

「にゃあ………んっ」

　甘い鳴き声に、男は体を震わせると奮起した様子で口を開いた。ええい、言ってしまえとばかりに、彼は捲まくし立て始める。

「こ、この人を奴に渡すなんてっ！　悪いことは言わない。それは止やめておいた方がよいでしょう！　確かにですよ？　ルッキアーノ氏の生み出した、魔術薬と奴隷の仕組みは素晴らしいものがある！」

「えっ、あっ、はい」

「この街は自由と商売の街だ。金さえ出せば何でも手に入る代わりに、小銭を握らされれば喜んで裏切る輩やからが多すぎる！　だが、彼が薬を生み出したおかげで、奴隷には見てわかる印が生まれ、せっかく手に入れた者に逃げられる心配はなくなった！」

「なるほど………獣耳はそのために」

「ですが、最近の彼はおかしい」

「………おかしい？」

　鸚鵡おうむ返しに、櫂人は繰り返した。そこに、彼の首筋に抱き着くようにして、エリザベートが戻ってきた。彼女はさり気なく櫂人の足を踏みつける。

「ッ！　いえっ、私もそう危き惧ぐしていたのですが、その」

「『あなたは具体的にどう？』」

「あなたは具体的にどう考えているのですか？」

　エリザベートは櫂人の耳元に囁いた。彼は再び言葉を繰り返す。やればできるではないかと、耳元に柔らかく息を吹きかけられ、櫂かい人とは思わず目を細めた。

　エリザベートの応援をなくしたせいか、男は再び言い澱よどんだ。そこに、ヒナが近寄る。彼女はこれから商談にかけられる相手───ルッキアーノの悪い噂うわさ───に怯おびえるように、豊かな胸の谷間を彼の腕に押し当てた。翠みどり色の瞳を潤うるませ、ヒナは小さく鳴く。

「くぅん」

　男は拳こぶしを固め、彼女を勇気づけようとでもするかのように再び口を開いた。

「大丈夫だ。君のご主人様は僕が思い留とどまらせるからね………具体的にって、そりゃ、わかるでしょう？　ルッキアーノ氏は薬の開発と、長く望まれていた人身売買会場の設立でどれだけ儲もうけたかわからない！　だからと言って、最近では自分で奴隷を全て買い取り、二、三体しか他に回そうとはしないじゃないか！」

「………売りに出された人間を独占しているのか。つまり、あの死体は」

「この街で『商品』として動かされている人間は、全て彼が手にしているようなものだ！　それだけじゃない！　彼が集めた人間達は、一体皆、どこへ行ってしまったんです？」

「貴方は彼らがどこへ消えたのか、ご存じではないのですね？」

「知りませんよ！　だからこそ、不気味なんだ。それだけじゃない！　いつの間にか、最初に出されるようになったこの飲み物！」

　興奮した様子で声高に吼ほえ、男は金のゴブレットを示した。

　中身を覗のぞき込み、ヒナはクンッと鼻を鳴らすと、縋すがるように男を見上げた。翠の目の潤む様に調子づき、男は激しく首を横に振ると、片方の拳を振り回した。

「おかしいでしょう！　喜んでいる人間も数多くいますし、その衝撃度から確かに宣伝にはなった！　だが、こんなのは変態の所しよ業ぎようだ！　間違いなく、ルッキアーノ氏は筋金入りの変態ですよ！」

　櫂人は墓地から発見された死体を思い出した。それは血を搾り取った胴をごまかすために、全身を細切れにされていたのだ。

「………なるほど、アレは」

「ん？　なんです」

「いえ、それは実に恐ろしい話ですね」

「そうでしょう！　しかも、それだけじゃない！　彼には殺人狂っていう噂まであるんです！　もうわかったでしょう？　そこに、こんな美しいお嬢さん二人を売り渡そうとは」

「失礼ですが、お客様」

　梟ふくろうの仮面をつけた屈強な店員が、ポンッと男の肩に手を置いた。

　気持ちよく捲まくし立てていた男は、面白いほど一瞬で顔を凍らせた。

　彼は錆さびついているかのような動きで首を回し、隣を見た。

　そこには、目元を黄色のガラスで塞ふさいだ、表情のわからない店員が立っている。

　目に見えて震えだした男に、店員は丁寧だが、有無を言わせない調子で続けた。

「随分と愉快なお話をされているようで………ルッキアーノ氏がぜひ自分もお聞きしたいとのことです。御同行願えますか？」

「い、いや、僕は………その」

「勿もち論ろん、その場には余達も招いてくれるのであろうなぁ？」

　甘い声で囁ささやき、エリザベートは店員の肩に手を滑らせた。彼女はその首筋にすりっと頬ほおを擦こすりつける。美しい顔に動揺することなく、店員は微かすかに頬を引き攣つらせた。

　彼は櫂かい人とと彼女に交互に視線を走らせた後、口を開いた。

「………見ない顔だな。アンタ達はこの男の話を聞いていたようだが、呼ばれてはいない。今回は、ルッキアーノ氏に見逃されたわけだ。自分達の幸運がわかったのなら大人しく」

「御ご託たくはいらぬ。理解の遅い男よな。余はな、案内しろと言っておるのだ」

　柔らかな微笑ほほえみを浮かべながら、エリザベートは言い放った。彼女は店員の喉のどに手を押し当てる。その掌てのひらに隠された、鋭い針が肌に触れた。

「………っ」

「一言でも発してみよ。なかなかの苦しみの末に、死ぬことになるぞ」

　エリザベートの言葉の通りだった。それが気道を突き破れば、彼は穴から血泡を放ちながら掠かすれた息を繰り返し、長時間の苦く悶もんの末に絶命することになるだろう。

「えぇ、言葉には注意を。死にたくないのならば」

　同時に、ヒナもそっと店員の脇わき腹ばらに胸の谷間からスラリと出した小型ナイフを添えた。

　彼は短く息を呑のむ。だが、今度こそ状況を理解したらしく、店員は無駄に騒ごうとはしなかった。先程まで真っ青になっていた、ルッキアーノに暴言を吐いていた男は、彼が急に黙り込んだことに首を傾かしげる。

　店員の耳を舐なめる真ま似ねをして、エリザベートはどろりと甘く囁きかけた。

「よいか、この街は自由と商売の街。言うことを素直に聞けば、褒美の一つでもくれてやろう。だが、首を横に振った時はわかるであろう？」

「お前に、それほどの忠義はあるのか？　私の主はそうだが、お前の主は命を賭とすにふさわしき人か？」

　エリザベートとヒナは猫の尾と犬の尾を、左右から店員の足に巻きつけた。二人は針とナイフを更に強く押し当てる。不意に微笑みを捨て、エリザベートは低く囁いた。




「選べ────裏切り生きるか、忠義に死ぬかを」

「今すぐ、ご希望通りにご案内しましょう！」




　店員は早口に答えた。エリザベートとヒナは頷うなずき、両側から彼の腕に腕を絡めた。

　店員はどこかぎくしゃくした不自然な動きで、ターンを決めると足を運び始めた。彼は類たぐいまれなる美女二人に挟まれたまま、どこかへ歩き出す。

　後には目を白黒させた男だけが残された。

　彼の肩に、櫂かい人とはぽんっと手を置く。

「運がよかったな」

　困惑する男に金色の杯を押しつけ、櫂人はソフィアと『肉屋』を連れ、エリザベート達の後を追った。





　　　　＊＊＊






　緞どん帳ちようの向こう側へと、男は歩いて行った。

　金糸の縫い込まれた重い幕の向こう側に、櫂人達は顔を突き出す。

「なるほど、意外と広いではないか」

「ここは………競売場か？」

　驚いたことに、そこには舞台ではなく、新たな空間が広がっていた。円を描いて並べられた木製の椅い子すの中央に、処刑台にも似た台が設けられている。

　どうやら『商品』を立たせ、競りを行うための設備のようだ。

「………悪趣味だな」

「全くですな。演出を重視しすぎですぞ。これでは遠くの席から、商品が見えにくいではないですか。派手さに囚とらわれ、本質を見失うとは嘆なげかわしいことです！」

　商人魂で怒っている『肉屋』は無視して、櫂人は辺りを見回した。

　並べられた観客席に、現在人の姿はない。人身売買が始まる頃に、客人達は酒場からこちらへ移動するのだろう。

　エリザベートは店員の肩に馴なれ馴なれしく肘ひじを置き、甘く囁ささやいた。

「どうした？　足を止めるべきは、ここではなかろう？」

「…………ッ！」

　彼女とヒナに両脇わき腹ばらを小突かれ、店員は更に足を進めた。

　櫂人とソフィア、『肉屋』もその後を追う。

　虚うつろな足音を響かせながら───意外にも安物の木材が使われているらしい───隙すき間まの多い床を歩くと、彼は周囲を覆う黒塗りの壁の前へ立った。一枚だけ、燭しよく台だいが取り付けられていない壁に、店員は手をかける。それはふわりと揺れた。

　どうやら、見せかけだけで、一部がカーテンになっているらしい。

　上質な黒布を開く前に、僅わずかに後ろを振り返り、店員は掠かすれた声で言った。

「本当に後悔しないのか………ルッキアーノ氏は、それは恐ろしい………」

「お前は、ここで自分の気道に穴が開いても後悔しないわけだな。そうか」

　さらりと、エリザベートは返した。

　唇を噛かみ締しめ、店員はやけくそのように勢いよくカーテンを開け放った。




　中は、居心地のよさそうな小部屋になっていた。




　室内の八割を埋める深紅のソファーの上には、ほぼ肉塊と呼ぶにふさわしい、巨大な男が座っている。彼は傍そばに供も連れずに、中央の円卓に山と積んだ固焼きクッキーに夢中になっていた。彼はそれを巨大なジャム瓶に直接入れては、口に放ほうり込んでいる。

　ドロリとした深紅のジャムからは、苺いちごの芳香と血の匂いがした。それを存分に堪たん能のうしながら、突然の闖ちん入にゆう者しやに、男は顔をあげた。

「ん？　誰だぁ？　夜の甘い物の時間が終わるまでは、誰も通すな、と………っ」

　丸く開かれた口から、ジャムの塊がぼたっと落ちた。

　店員を中に押し込み、エリザベートは腕を組んだ。彼女はふわりと尻尾しつぽを揺らす。

「なるほど、ルッキアーノとは貴様のことだったのか、『大総裁』？」

「う、うむぅ。久しいなぁ、エリザベート」

　動揺しながらも、『大総裁』と呼ばれた男は頷うなずいた。彼は慌てながら、何な故ぜかクッキーを彼女に差し出した。皴しわ塗まみれの太い指から、紅あかいジャムがボタボタと落ちる。

　鼻を鳴らし、エリザベートは肩を竦すくめた。

「相変わらず悪趣味な奴よなぁ、いらぬわ」

「そ、そうか。すまんなぁ………美う味まいのだがな」

　エリザベートはつれなく首を横に振った。二本の芋虫が張りついたような唇に、『大総裁』は残念そうにそれを押し込んだ。彼は寂し気に、ペチャペチャと舌を鳴らした。

（いきなり、悪魔の登場か。いや、でも、随分と人間臭い奴だな）

　櫂かい人とはそう目を細めた。悪趣味な紫の毛皮のコートをジャムで濡ぬらして、座っている男には奇妙な愛あい嬌きようがある。『大総裁』とは言うが、混乱の仕方など普通の人間にしか見えない。だが、櫂人がそう思った時、『大総裁』は徐おもむろに両手を叩たたいた。

「ふむ、やや物足りんな。ジャムをもっと濃くするか」

　パンッ───と、乾いた音を立てて、店員の男の頭が弾はじけた。

　櫂人の顔に脳のう漿しようが飛んだ。ソフィアが短い悲鳴をあげる。店員はそのままぐらりと揺れると、重い音を立てて前に倒れた。硬い円卓が、その体を受け止める。

『大総裁』は当然のように、脳漿の上にジャムの瓶を傾けた。どろどろと紅色が零こぼれ落ち、血に混ぜられていく。彼はそれを両手で掬すくい取ると、クッキーの上に振りかけた。死肉と血の匂いのするジャムをたっぷりとまぶすと、彼は数枚を掴つかみ、口の中に押し込んだ。

　バリバリむしゃむしゃと、『大総裁』はクッキーを実に美う味まそうに食べ、ゲップをした。

「うーむ、裏切り者はやはり甘くするに限る」

「………美味いのか、それは？」

「美味いというより、安っぽい味だな。質が悪い。だが、故ゆえに露店で買う菓子のようなよさがあるのだ。油っぽい揚げパンでも想像してくれ」

「質が悪い、と来たか。貴様のところの給金が低いせいではないのか？」

「まぁ、業務内容の過酷さからすれば高いとは言えないな」

　二人はそう、惨さん劇げきを前にして落ち着いた会話を交わした。震えながら、ソフィアは背後から櫂かい人とのマントを引いた。

「狂ってる………狂ってるよ」

「落ち着いてくれソフィア、聞こえるぞ」

　囁ささやき合う二人を守るように、ヒナが更に前に出た。その間にも、『大総裁』は机に散った脳のう漿しようとジャム、クッキーの欠片かけらを両手で集め、ずるずると啜すすった。

　大きなゲップをして、彼はどさりと背後のソファーに倒れ込んだ。

「いやな、見えないかもしれないが、私も相当混乱しているのだよ。何な故ぜ、私の館やかたにエリザベートが来るのかとね。しかも、教会の視察よりも前に、だ」

「貴様、あれだけ堂々と教会をおちょくる扉を掲げておいて、か」

「いや、あれも宣伝なのでね。こういった場所に通う人間は、教会のお堅さに反発をしている輩やからが多い。ちょっとばかし、ド派手にやった方がいいのさ。ここがバレても自分だけは逃げる算段はちゃんとつけてあったしな………それが『拷問姫』本人がいきなり乗り込んでくるとはなぁ。なぁんでこうなった？」

　困り果てたというように、『大総裁』は虚空を眺めた。彼は十四階級の悪魔の中でも、『騎士』、『総裁』に次いで、低位であり、エリザベートの言葉を借りるのならば雑ざ魚こだ。血気盛んだった『騎士』とは違い、『拷問姫』に戦いを挑む気など全くなかったのだろう。

　その問いかけに、エリザベートは肩を竦すくめて応えた。

「貴様が薬を撒まいた本人でないのなら、余にもよくわからぬ。昨夜、獣の耳が生える魔術薬を余の城に撒いた者がいてな。単に、余は犯人を捜してここまで辿たどり着いただけだ」

「それはそれは、災難だったな。いや、猫耳も似合ってはいるが」

「だが、薬を量産した貴様が元凶であることに間違いはなさそうだ。速やかに殺そう」

「ちょっと待て、エリザベート。私は何も悪いことはしていない」

　分厚い掌てのひらを前に突き出し、『大総裁』はそう主張した。

　ソフィアはパクパクと口を開き、前に出ようとした。それを慌てて、櫂人は止めた。

「許せない、よくもそんな嘘うそを」

「落ち着いてくれ、ソフィア」

　何せ、相手は店員の頭をいきなり破裂させた悪魔だ。危険すぎる。

　二人が静かに揉もみ合う前で、エリザベートは派手に唇をひきつらせた。

「ん、んー？　何やら物もの凄すごい世よ迷まいごとが聞こえた気がしたが、正気か貴様？」

「あぁ、正気だとも………何せ、私はちゃんと金で、『商品』を買ったのだからな」

　そう『大総裁』は胸を張った。

　エリザベートは黒い爪つめで、自身の太ふと腿ももを叩たたく。続けて、彼女は不機嫌にぺちんと尻尾しつぽでソファーを打った。だが、エリザベートは尊大に背もたれにもたれると顎あごを振ってみせた。

「話したければ話せ」

「無論！　私はな、エリザベート、商人だ。悪魔と契約する前から商人だった」

　太く醜い指を組み合わせ、『大総裁』は語った。しかし、彼は直すぐに両手を離し、指を伸ばすと机に落ちた滴しずくを掬すくい取った。

　人の脳のう漿しようの混ざったジャムに塗まみれた指を、彼は美う味まそうに音を立ててしゃぶる。

「だが、この美食趣味が祟たたってな。色々と噂うわさが立ち、商売をするのに邪魔が入るようになったのだ。それで、私はいらぬものを排除する力を手に入れるべく、悪魔と契約したのだよ。だがな、やはり、私は商人だ。商人として、無理やり奪うことは好かんのだ。不合理な商売はいずれ破は綻たんするものだからな。大事なのはな、対価だよ、対価」

　パンパンと彼は掌てのひらを叩き合わせた。エリザベートは眠そうな顔でそれを聞く。櫂かい人との後ろでソフィアがブルブルと震えた。彼女は歯を噛かみ締しめ、激情に耐えている。

　それを知らない『大総裁』は愉快気に語った。

「商売にうるさいヴラドがいなくなったので、私は人の世に降り立ち、人身売買を『したがっている』街を自力で見つけたのだ！　いやぁ、この街はよい！　何でも貪どん欲よくに商売にしたがっている。そして、活いきのいい商品を逃がさない術すべも求めていた！」

「ほうほう」

「それに、ここは獣人排他地区だが、獣人への悪感情は少ないと来ている！　商売の関係上、大っぴらに言う人間は少ないが、人と獣人の混血種への需要はかなり高くてな。相手が人間であるという罪悪感も減るせいで、欲しがる者も多いわけだ。と、言うわけで私は魔術薬を新しく開発した。これがまた大当たり、金も集まり、売りに出される人間を一括して把握することができるようになった！」

「金、はともかく、把握することに何の意味があるのだ？」

「勿もち論ろん、なるべく全員を買い上げて、苦しめて殺すためだとも！」

　ソフィアが息を呑のんだ。『大総裁』は今や空っぽになったジャムの瓶を掲げる。よく見れば、その内側はべたべたと汚れていた。櫂人は目を見開く。

　それは砂糖によるものではない。

　撹かく拌はんされた人の脂がついた跡だ。

『大総裁』は瓶に頬ほお擦ずりし、実に堂々と語った。

「悪魔の力は苦痛を求める。だが、力に任せて、ただ人間を蹂じゆう躙りんするだけでは商人の名がすたるというものだ。だから、私は購入した人間のみを使うことにした！　対価を払った品は、好きにしていいのは世の理ことわりだ。これは果実を潰つぶすのと同じ。どうだ！　ここに、善悪の問題などない！」

「ふっざけるな！　私達は物じゃないっ！」

「物なのだよ！　小娘が！」

　ソフィアの叫びに、『大総裁』はカッと目を見開いて応えた。

　櫂かい人とは息を呑のむ。どうやら、彼は彼女の存在に、最初から気づいていたらしい。

　異様なほど堂々とした咆ほう哮こうに、ソフィアは一瞬怯ひるんだ。彼女に向けて、『大総裁』は狂気的に───同時に、真しん摯しなほどの熱量を持って───言葉を続けた。

「この街では金は力で、富は位だ！　確かに、薬と仕組みを作り上げたのは私だが、それを喜んで受け入れたのは人間達よ！　人の賛同したものにより、この社会は作られる。お前はその中に組み込まれた。嫌ならば真っ当に生きる方法が他にあっただろうに、お前の両親は私から金を借りたのだ！　そして、お前はそれを止めることも叶かなわず、物にまで堕おちた！　最も早はや、お前は社会から、人間から見ても物なのだよ！」

「そんな、そんな………人間は絶対に物なんかじゃない！　何があったって、物なんかにはならない！　そんな理屈が通用するもんか！」

「それならば、何な故ぜ、この街は私を受け入れた？　更に、私はお前を一度仲介者に売り払ってから出品させ、売値よりも高い金を払って競り落とし、公正に買い取ったんだ！　嫌ならば自分自身を買い戻せばいいだろう！　あぁっ、できるのか、小娘！」

「でも、それで………それで人を苦しめて殺すなんて、あまりにもひどい」

「ひどい？　ただの感情論だなぁ！　これは人間達から受け入れられた商売なのだよ！　買い取った商品はどうするのも自由！　そこに決まりなどない！　嫌ならば物に堕ちるな商品になどなるな！　適切な代価も積まずに何を言うか！」

「うっ………うううっ」

「私だけを悪人にしないでもらおうか！　そんなだから、お前は肉へと堕ちるのだ！」

　言い返すことができずに、ソフィアは口を噤つぐんだ。どうやら脳内で反論が渦巻いてはいるものの、喉のどに言葉が詰まり、上う手まく形にできないらしい。

　ヒナは実に下らないというように冷ややかな目を『大総裁』に向け、エリザベートは何かを考えている。櫂人は代わりにと、口を開いた。

（人は、断じて物じゃない）

　瞬間、優しい声が響いた。

「お嬢さん」

　ソフィアの震える肩に、ぽんっと手が置かれた。

　ハッと彼女は顔をあげる。だが、その相手はソフィアよりも背が小さかった。彼女の視界には黒く揺れる、二本の耳だけしか入らない。

　そっと、ソフィアは下を向き、呟つぶやいた。

「………あなたは」

　声に応えるように、亜人の大きな掌てのひらが細い肩をたくましく包み込んだ。

　いつの間にか、ソフィアの隣には兎うさぎ耳を揺らす黒い影が、寄り添うように立っていた。

「泣くことはありませんぞ、お嬢さん」

「『肉屋』」

「『肉屋』さん」

　ヒナと櫂かい人とは呆ぼう然ぜんと囁ささやいた。

『肉屋』はソフィアを勇気づけるように頷うなずき、しずしずと先頭に立った。彼は臆おくすることなく、真まっ直すぐに、『大総裁』と───恐ろしい悪魔と───向き合う。

　何事かと、『大総裁』は眉まゆを顰ひそめた。『肉屋』は彼を静かに眺める。

　やがて、黒く隠された布の内側から、彼は今まで聞いたことがないほど低い声を出した。

「簡潔に言いますぞ───アンタは商人じゃない」

「な………何をぬかすか、貴様っ！　私は商人だ！　それだけは悪魔の契約者になろうと、絶対に変わらぬところだ！」

『大総裁』は唾つばを飛ばして吼ほえた。だが、『肉屋』はそれに全く動じなかった。彼はただ冷静に、淡々と言葉を紡つむいでいく。

「聞けば、アンタは自身の出した商品を買い占め、自分で消費している様子。そんなものが商人とは片腹痛い。自身の売った商品を自分で独占する商人がどこにいると？」

「………っ」

「商品を好きにするのは客の自由？　ええ、そうでしょうとも。私もお客様にはどうなさろうとも文句などつけませんとも。だが、それは売る側の言葉であり、使う側が言うべき言葉ではありませんなぁ」

「貴様………亜人ごときが偉そうに………いや、待てよ………お前は、もしや」

「商人とは人に喜びを与えるもの。それがどんな歪ゆがんだものであろうとも、お客様に喜んでいただくことこそ商人の悦よろこび。そのためだけに、我らは何でも売る」

「待て、待て………アンタは」

「人の命さえも、己の魂さえも。『全てを客のためにオール・フオー・ユー』、だ」

　呆然と『大総裁』は口を開いた。彼は間抜けに涎よだれを流しながら、何度も目を擦こする。

　その前で『肉屋』は顔をあげた。彼は黒く隠れた布の奥底から張りのある声で言い切る。




「それを忘れたアンタは、今やただの強欲な客にすぎない」




『肉屋』の言葉に撃たれたように、『大総裁』は動きを止めた。兎うさぎ耳を生やした珍妙な相手に、彼はボソリと呟つぶやく。

「アンタは………五大商人ギルドの始まりが一人………『伝説の肉屋』」

「えっちょっと待って何その設定」

　全員を鮮やかに置き去りにして、勝手に壮大な何かが始まろうとしていた。

　櫂かい人とは慌てて口を挟む。彼はきょときょとと、この場を作る人物を見回した。

　異質な雰囲気を帯びた部屋の中、『肉屋』は歴戦の老兵のごとく佇たたずんでいる。

『大総裁』は困惑した様子で頭を抱えた。その額ひたいから脂汗が流れ落ちる。

　彼はブツブツと何かを呟き出した。

「いや………そんなまさか………彼はあの時………『至高の肉竜レジエンド・ドラゴン』との戦いに巻き込まれ、火口に落ちて死んだはずでは」

「えっ、凄すごく気になるんだけど」

「なんだか、とても長い話が始まる予感がします」

　櫂人とヒナはそう囁ささやき合った。これは重厚な物語が始まる予感がする。だが、そこで、櫂人は今の空気をブチ壊しにする、不穏な気配に気がついた。

　何やら、エリザベートが足の裏でタシタシと床を叩たたいているのだ。

　更に、彼女は尻尾しつぽもゆらゆらと不機嫌に揺らした。その耳はピクッピクッと動いている。

「………ん、んー？」

　エリザベートは何かを考えながら、足を組み直し、腰を捻ひねった。尻を横に突き出し、彼女は首を大きく傾かしげる。その度、コルセットにつけられたレースがひらひらと剥むき出しの太ふと腿ももの上を掠かすった。

　腰を軽く揺らして何やら艶なまめかしい動きを披露した後、彼女はソファーに突っ伏した。

　しばらく考え込んだ後、エリザベートはガバッと顔をあげた。

「なぁ、『大総裁』よ」

「おかしい、おかしい、あの戦いの後、『虹色の卵マナ・エツグ』を巡る利権はそのまま『卵屋』に収まり、『魚屋』が死亡を確認したはず」

「えっ、もしかして似たのが他にもいるの？」

「聞いていないようだが続けるぞ。貴様、さっき言ったことだが」

　エリザベートは不機嫌に膝ひざの上に頬ほお杖づえをついた。柔らかな白い肌がへこむ。

　彼女は混乱したままの『大総裁』に向けて、物凄く剣けん呑のんな目つきのまま言い放った。

「先程、『私が新しく薬を開発した』と貴様は言ったな」

「その後『小麦屋』と『芋屋』の全面戦争が………うん？　あっ、あぁ、言ったが」

「もしや、貴様………余の魔術薬調合法を見ておらぬのか？」

『大総裁』は首を傾かしげた。彼は動揺のせいか、エリザベートの怒りを孕はらんだおぞましい殺意の片鱗を見落としてしまう。

　荒ぶる獅し子しのようなエリザベートを前にして───愚かなことに───『大総裁』は実に素直に回答した。

「そ、そうだが？　私は人の要望に合わせて開発をしただけで、特に何も参考にしたわけではないが………いや、勝手に人の調合法を使用しては、後から利権を要求されることもあるわけで………」

「………つまり、だ。つまりだぞ、『大総裁』」

「な、何か？」

「もしや─────────────余は元凶に関係ない？」

　重い沈黙が場に落ちた。

『肉屋』、ソフィア、櫂かい人と、ヒナは素早く視線を交わす。

　全員はザッと一丸となって、エリザベートからなるべく離れた。その中で、現状を理解していない『大総裁』だけが、パチパチと間抜けに瞬まばたきをして、答えた。

「そ、そうだが？」




　エリザベートは自身の格好を見下ろした。

　黒いコルセットを身に着けた下着姿は、ひどく煽せん情じよう的てきで、美しかった。




　空気がぴしいっと音を立てて凍った。

　少なくとも、櫂人にはそう感じられた。

　地を這はうような、低い謎なぞの異音が響き始める。やがて、その場に居合わせた者達は強制的に、音の正体について気づかされた。

「くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくっ」

　エリザベートが嗤わらっている。彼女は顔を完全に引き攣つらせ、小刻みに肩を震わせた。

「えっ………えっ………なんだぁ？」

　流石さすがに怯おびえたのか、『大総裁』はきょときょとと辺りを見回した後、へらりと追従の笑みを浮かべた。だが、櫂人にはその愚かさがわかっていた。

　何せ、エリザベートの目は、声と反して全く笑っていないのだ。

「ふっざけるなよ、余は道化かぁ？　つまり、この格好をする必要など微み塵じんもなかったということか、そうか………それはそれは愉快よなぁ、『大総裁』？」

「へっ………へっ………あのう、わけがわからないんだが、私は別に悪いことは」

「悪魔と契約し、人間を貪むさぼった段階で、それは裁かれるべき邪悪だ───と教会の言葉を借りて言うべきところだが、善も悪も知ったことか。言葉を尽くしてなどやらぬ。もっと素直に簡潔に単純にいこう。いいかぁ、『大総裁』」

　エリザベートは彼に向き直った。彼女はコルセットの前で、手を組み合わせる。

　そして、首をこてんと横に傾かしげると愛らしく猫耳を揺らし、告げた。




「余の怒りで速やかに死ね」




　爆発が起こった。紅あかい花弁と闇が弾はじけ、鎖が円卓を破壊する。

『大総裁』は後ろにひっくり返った。その前で、糸のように細くなった闇がエリザベートの体を包み始める。艶つややかな黒は上質な革を編み上げた。

　彼女の体は、いつも通りのボンデージドレスに覆われる。ほぼ剥むき出しになった状態の上半身の上を、無数の花弁が滑り落ちた。

　華麗なその光景を見ながら、櫂かい人とは首を傾げた。

（いや、いつもの服も似たような露出度じゃ？）

「チッチッチ、乙女心がわかっておりませんなぁ………愚ぐ鈍どんな従者殿。嫌でも見せねばならぬ状況と、自ら望んで見せる状況との間には、天と地ほどの差があるのですぞ」

「そういうもんなのか………っていやお前、人の心読まないでくれるか？」

　櫂人がやめろと訴えた時だった。

　エリザベートは渦の中から、刀身の紅く輝く剣を引き抜いた。

「フランケンタールのエクスキユーシヨナーズソード・オブ・斬首用剣フランケンタール！」

　エリザベートがその名を叫ぶと同時に、辺りを囲む黒のカーテンが一斉に舞い上がった。豊かな襞ひだを波のように揺らしながら、布は踊り狂う。

「おっ………おお、おおお…………」

　遂ついに訪れた死を前に、『大総裁』は絶望の呻うめき声を発し、ぶるぶると贅ぜい肉にくを震わせた。だが、よく見ればその体は少しずつ半透明になり、溶けだしている。

　彼の全身はどろりと崩れ、スライム状の怪物のものに変わった。それは───商売の盛況具合を考えればある意味不自然だった───安物の床の隙すき間まに潜り込み、逃げようとする。だが、エリザベートがそれを見逃すはずがなかった。

　彼女は剣を処刑の合図のように振り下ろすと叫んだ。




「『ジャムの瓶詰めジヤム・イン・ア・ボトル』！」




　ドンッと、巨大な瓶が割れた机の残ざん骸がいの上に落ちた。

　瓶はふるふると滑こつ稽けいに震える。次の瞬間、王冠型の立派な蓋ふたが、きゅぽんっと音を立てて外れた。可愛かわいらしい音とは裏腹に、中からおぞましい鉄製の腕が大量に飛び出す。

　それは次々と床の上を這はうスライムを掬すくい取り始めた。

『ひっ、ひぃいいいいいいいっ！』

　スライムは必死で逃げようとする。だが、腕の方が早い。彼はまるで先程啜すすったジャムのように集められた。鉄製の腕達は、情け容赦なく瓶の中へスライムを押し込んでいく。

　ジャム瓶の広い口の中には歯車と圧縮用の板が組み合わさったある機構がついていた。

　それは果汁搾り機に似ている。

　瞬間、それは猛烈な勢いで回転を始めた。スライムは音を立てて引き千切られる。それはどんどん搾られ、どろどろの液体になっていった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　おぞましい悲鳴があがった。櫂かい人とは吐き気を覚え、唇を噛かみ締しめた。

　歯車に触れた個か所しよから、スライムは人の体へ戻っていくのだ。足が、胴が、内臓が磨すり潰つぶされ、瓶の中へびしゃびしゃと紅あかく溜たまっていく。

　やがて、大きな瓶は人間一人分の肉でいっぱいに満たされた。

　きゅぽんっと音を立てて、そこに蓋ふたが戻される。

　完成と言いたげに、瓶は一度揺れた。瞬間、中に溜まった液体はドッと黒い羽根に変わった。瓶の中をスノードームのように、黒色がひらひらと舞う。

「勝、利っ！」

　不機嫌に言い、エリザベートはドカッとソファーに座り込んだ。

　ぷっはーと彼女は細く息を吐き出す。どう見てもその様子は、かなりやさぐれていた。

　頭に猫耳がくっついているせいで、何ともしまりにも欠けていた。





　　　　＊＊＊






　櫂人達の前を、ソフィアは今にも転びそうな勢いで走っていく。

　処刑台に似た、木製の台の下に隠された地下階段を、彼女は勢いよく駆け下りた。その後ろに、櫂人とヒナ、『肉屋』に、完全にぶすくれているエリザベートが続く。

　この階段は地ち下か牢ろうから競売場へ、直じかに商品を出すために造られたものらしい。

　冷気を帯びている湿った壁を眺めながら、ヒナは小さく呟つぶやいた。

「それにしても、カイト様とエリザベート様、『肉屋』さんの獣耳は一体誰のせいだったのでしょうね？」

「あのな、ヒナ。他人事みたいに言うけど、お前の耳もだろ？」

「いえ、実は違います。私は機械人形ですので、エリザベート様のお耳と尻尾しつぽを見て、これは私だけが仲間外れになってしまう予感がすると、改造で手早く着けて頂いたのです」

「えっ、そうだったのか？」

　櫂かい人との問いかけに、ヒナはこくりと頷うなずいた。彼女は白い耳を摘つまみ、パタパタと揺らす。

「取ろうと思えば、取れますよ。他にお好きな耳があれば、どのようなものでもお申しつけくださいませ」

「マジかよ、着脱式だったのか………えっ、それなのに、なんでヒナは俺の尻尾にじゃれついてきたんだ？」

「本能ですね」

「本能て」

　意外な真実について話をしながら、櫂人達は床に到着した。

　危険なほど前のめりになりながら、ソフィアは前に進んだ。だが、通路の先には仮面をつけた男達が控えていた。牢ろう屋や番らしい彼らは警棒を片手に何かを言おうとする。

　その寸前、エリザベートはボロボロになった紫色の毛皮のコートを床に投げつけた。

「ほら、察しろ」

　男達はぴたりと動きを止めた。彼らは主に対しての面白いほどの薄情っぷりを披露する。

　身を持って止める様子が全くない部下達に、『肉屋』は肩を竦すくめた。

「やれやれ、人望がありませんなぁ。部下にここまで嫌われておるとは、やはり商人としての器が足りませんぞ」

「そう言うお前は、部下を使ったことはあるのかよ」

「かつて、五千人ほど」

「今だと嘘うそに聞こえないんだよなぁ」

　詳細を聞くのが怖いと、櫂人は首を横に振った。彼を置いて、ソフィアは棒立ちになった男達の間を駆け抜けていく。櫂人も慌ててその後を追った。

　彼女は太い格子で囲まれた牢屋に飛びついた。中に向かって、ソフィアは呼びかける。

「リーザ、リーザ、私だよ！」

「ソフィア………なんで？　貴方あなたは、逃げたはずじゃ」

　闇の奥から声が返った。リーザと呼ばれた、黒髪黒目の───今は先端の鋭い猫耳を生やした───利発そうな娘が奥から姿を見せる。その肩には青い羽根の刺青いれずみが鮮やかに刻まれていた。職人の手によるものか柄は美しく、羽根模様も繊細だ。どうやら無理に刻まれたものではなく、自分で望んで入れたものらしい。

　彼女の頬ほおを撫なで、ソフィアは櫂人を振り返ると興奮した様子で言った。

「私の友達なんだ、一緒に牢に入れられたんだよ！」

「そうか、無事でよかった」

　身を屈かがめ、櫂人も牢の中を覗のぞき込んだ。

　中では、何人もの人間達が毛布にくるまって眠っている。あくまでも『商品』であるためか、ひどい扱いを受けている様子はない。その事実に、彼はほっとした。

「リーザ、リーザよかった………本当に無事で」

　ソフィアはリーザの頬ほおを撫なでながら、動こうとしない。

　代わりに、櫂かい人とのマントで下着姿の体を包んだヒナが───彼からこれをと渡された際、彼女は何という紳士！　と卒倒しかけていた───『大総裁』の部下の一人に近寄った。

「おわかりになりますね？」

　ヒナが微笑ほほえむと、察したように、部下はポケットを探り、鍵を出した。彼女はそれをソフィアに手渡す。ソフィアは慌てて門を開き、中へ呼びかけた。

「さぁ、皆、外に出なよ！」

　突然のことに呆ぼう然ぜんとしながらも、囚人達は恐る恐る外に出てきた。男もいるが、ほとんどが若い娘のようだ。その頭には、全員獣の耳が生えている。助けられた事実が信じられないというように、彼女達は辺りを見回した。

　ソフィアは改めて、勢いよくリーザを抱き締めた。

「よかった、リーザ！　やっと一緒に出られる」

「その人達は………あぁ、もしかして、上う手まくいったんだね」

　リーザと呼ばれた娘は、特に動揺した様子もなく囁ささやいた。意味のわからない言葉に、櫂人は違和感を覚える。その前に、エリザベートは徐おもむろに立つと目を細めた。

「うん………そなた、魔術師か？　ソレは………動くな？」

「えぇ、そうです。やはり、わかるものなんですね。これは、私の調合したインクで入れてもらったものですが、こうやって」

　リーザは腕に入れた刺青いれずみに触れた。青色の羽根が光を帯び、空中に羽ばたく。それは羽根だけで構成された、奇妙な生き物と化した。

　空中に浮きあがったその姿を指差し、『肉屋』が声をあげた。

「あー、その何とも奇妙なシルエット。うろ覚えですが、城の上で薬を撒まいて行った何かの影に近くなくもありませんぞ！」

「甚はなはだ曖あい昧まいなのな」

「もしや………貴様が、余の城に薬を撒いた犯人か？」

「ええ、そうです………私です。少しですが、使い魔を使って薬を盗み出せたので、それを天井の穴から逃がしました」

　エリザベートの言葉に、リーザは思わぬ告白をすると、頭上を指差した。

　地ち下か牢ろうの天井は上に行くほど幅が狭くなっている。丁度、三さん角かく錐すい型の空洞が開いている形だ。その側面には穴が設けられ、風と光が入るようになっている。そこから彼女は使い魔を飛ばしたらしい。

　予想外の犯人を前に、エリザベートは眉まゆを顰ひそめた。

「意味不明なことをするな。しかも、余達を巻き込みおって。ただ教会に助けを求めればよかったであろう。一体、何をしたかったのだ」

「この子にはとても大おお雑ざつ把ぱな指示しかできないんです。放てるチャンスはあって一回。血で布にメッセージを書くことも考えましたが、この街の外の教会の支部の位置は知りません。この子が確実に届けられる場所で、あの男に対抗してくれるような相手は───悪魔狩りの『拷問姫』しか、私には思いつきませんでした」

「解せぬな、何な故ぜ、貴様は余の城の位置を正確に把握していたのだ？」

「私の父は騎士団所属の魔術師でした。エリザベート・レ・ファニュのその後の棲すみ家かは知っています………いつか、何か復ふく讐しゆうをできればと、思っていましたから」

　リーザは予想しない事実を淡々と語った。エリザベートは口を閉じる。

　リーザは青い羽根を閃ひらめかせる使い魔を、自身の腕に戻し、静かに続けた。

「助けてと訴えたところで、貴方あなたが助けてくれるとは思えなかった。ただ、薬を撒まけば、激怒した貴方は必ずや、この場所を見つけてくれると思ったのです。後は、貴方が上の客人達を相手に大暴れをしてくれれば、逃げ出すチャンスもできるだろうと………まさか、私達を助けてくれるとは考えもしませんでした」

「ルッキアーノが、悪魔だった故ゆえな」

「あぁ………運命的ですね。父が貴方に殺され、母が引退後に一緒に開くと約束をしていた店を一人で切り盛りしようとして失敗し、私は牢ろうに入ることになったのに………貴方が悪魔を狩っているおかげで、助けられるなんて」

　リーザの言葉の中には冷たい響きがあった。エリザベートに向けられる視線にも、確かな敵意が混ざっている。エリザベートは返事をしなかった。彼女は言い訳も謝罪もしない。

　ただ、エリザベートは踵きびすを返した。『拷問姫』はリーザに背を向ける。

「行くぞ、カイト、ヒナ、『肉屋』」

「おい、エリザベート、この人達は。ここは獣人排他地区だぞ。獣耳はどうするんだよ！」

「ハッ、戯たわけ。そんなもの、今こそ教会に駆け込めばよかろうが。そのド派手な紫色のコートを投げつければ、張っておる男達も事情を察するわ。後は教会が解呪でもなんでもするだろうよ」

「そう言えば、そうだな」

「少しは頭を使え。そうでなければ、食われたままでいるだけ………」

「─────────ありがとう」

　その背中に、不意に声がぶつけられた。

　大きく目を見開いて、エリザベートは後ろを振り向く。

　リーザは真まっ直すぐに彼女を見ていた。その顔にはどこか泣きそうな、複雑な表情が浮かべられている。だが、彼女は迷いを振り払うように、はっきりと言い直した。

「私達を助けてくれて、ありがとう………『拷問姫』」

　隣で慌ててソフィアも背筋を正した。彼女は猫耳を揺らし、大きく頭を下げる。

「あの、本当にありがとうございました」

「………別に、礼を言われるようなことは何もしておらぬわ」

　エリザベートはそう小さく鼻を鳴らした。

　彼女は迷いなく歩き出す。櫂かい人とは微かすかに唇を緩めた。




　エリザベートの背中では、黒猫の尻尾しつぽがピンッと垂直に立っていた。





　　　　＊＊＊






「結局………騒動の原因はわかったけど、これを戻す方法はわからなかったなぁ。教会は、俺達には自力で戻せって言うだろうしな」

「全くですなぁ。このままでは私の愛らしい魅力に世界がメロメロになってしまいますぞ、ハッハッハッ」

「お前の自信は、一体どこから来るんだろうなぁ」

「はぁ、カイト様、もふもふくんかくんか。最高でしゅ、はっすはっす」

　食堂の椅い子すに座り、櫂人と『肉屋』は紅茶を飲んでいた。

　その足元では、先程まで給仕をしていたヒナが、櫂人の尻尾しつぽに抱き着いている。彼の狐きつねの尻尾にヒナは顔を突っ込み、心行くまでモフモフしたり、たまにハムハムと齧かじったりしていた。その頭の上には、いつでも取り外せるというのに相変わらず犬の耳が生えている。

　その両足を揃そろえて、ぺたんと床に座っている様を見て、櫂人は声をかけた。

「なぁ、ヒナ………モフモフするのは止やめて、お茶を一緒に飲まないか？」

「何を言うんですかぁ！　治ってしまったらどうするんですかぁ！　今しか機会はないんですよ！　狐なカイト様を、愛めで倒す、機会を、カイト様、ご自身、ですら、奪う、ことは、許され難がたし！」

「あっうん、わかった。好きなだけもふっていいです」

「はぁ………カイトしゃま、もふもふかわいいでしゅ」

「なんだかなぁ」

　櫂人はそう呟つぶやき、お茶を啜すすった。『肉屋』もカップを傾ける。布の陰に隠されて見えない口の中に、茶が消えていくのが実に不思議だ。

　室内に沈黙が広がると、徐おもむろに彼は口を開いた。

「ふっ………ここは、愚ぐ鈍どんな従者殿も気になっているでしょう、我が武勇伝についてお話しましょうかな」

「あっ、いいですそれは、もう長そうなんで」

　何か本にすると、一冊分くらいの文量になりそうな予感がするんだよなーと、櫂かい人とは断った。『肉屋』はしばらく、床をタシタシと足で叩たたいたが、ヒナに集中の邪魔だと睨にらまれて、見事に静かになった。

　三人はゆっくりと過ごす。だが、その時、両開きの扉が音を立ててバターンッと開かれた。気分の問題なのか、眼鏡めがねをかけたエリザベートが、両腕を広げ、高らかに宣言した。

「完成したぞ！　治療薬だ！」

「遂ついにできたのか！」

「ふふんっ、元はと言えば余も似た薬は作っていたのだ。成分解析は意外と楽であったわ」

　エリザベートはそう言い、手にした毒々しくも禍まが々まがしい紅色の薬を掲げた。

　彼女は大おお股またで歩いてくると、それを飲みかけの櫂人の紅茶にトクトクと注いだ。ぶしゅうと、髑どく髏ろの形をした嫌な臭いの煙が漂う。

　名な残ごり惜し気に、彼の黄金色の尻尾しつぽで涙を拭ぬぐうヒナを放ほうって、エリザベートは満面の笑みと共に言い放った。

「よし、飲め、カイト！」

「一つ聞きたい、エリザベート」

「うん、なんだ？」

「これ、毒味はしたのか？」

　問いかけながら、櫂人は顔をあげた。エリザベートはスッと目を横に逸そらす。

　ちょっと待てお前、と彼が叫びかけた瞬間、彼女は素早くカップを掴つかみ、櫂人の口に押しつけた。

「やかましい！　拷問よりはマシであろうが！　いけるいけるぞ、ほら一気、一気！」

「だから、お前のいけるには根拠がないってぶぼごっ！」

「大丈夫ですか、カイト様？　いけましたか？」

「愚ぐ鈍どんな従者殿、今度こそお亡くなりに？」

　ヒナと『肉屋』は一斉に尋ねる。その中で、櫂人は何とも言い難がたい感覚に襲われていた。

「えっ、あっ、ちょっ、これ、まずい、うひゃい！」

　熱いとも言えるが、痛いとも言える。だが、それよりもくすぐったい。

　未知の感覚に彼は翻ほん弄ろうされた。その頭と尻からぴょこんと狐きつね耳と尻尾が引っ込む。

　ヒナが泣きそうに顔を歪ゆがめた。




　次の瞬間、櫂人の腰の付け根からは、ぶわっと新たな耳と尾が生えた。

　見事な、ふわっふわの灰色がかった毛並みが揺れる。




　数秒の沈黙後、櫂かい人とはそれを恐る恐る触った。実にもっふもっふしている。

「………狐じゃないのか、これ？」

「恐らく、コヨーテだな、これは」

「………どう違うんだ一体」

「種族が違う？」

「種族て」

「はああああああああああああああああああっ！　カイト様第二のもっふもふ！　ありがたくいただきまあああああああああああああああああああああああああああああっす！」

　瞬間、目をキラキラさせながら、ヒナが勢いよく櫂人に抱き着いてきた。彼女は再び存分にモフモフを堪たん能のうし始める。おい待て簡単に正気を失うなヒナと、彼が叫ぶ横で、エリザベートはまだ駄目かと額ひたいを押さえた。

　その様を眺めながら、紅茶を啜すすり、『肉屋』は静かに呟つぶやいた。




「………いやぁ、平和ですなぁ」




　一瞬、その黒く隠れた布の奥から、歴戦の老兵にも似た目が覗のぞいた。




　────ような気がしたような、しないような。








了







あとがき




　こんにちは、綾あや里さとけいしです。「異世界拷問姫二巻 アニメイト限定セット」をお買い求め下さり、本当にありがとうございます。

　まさか二巻にも特典をつけて頂けるとは思っていなかったので、驚くと共に、本編とはまた違った話を書けるのがとても楽しかったです。本編がなんだか大変なことになっている分、こちらには愉快な話を詰め込みました！　そのため、セットでお読みいただければとても嬉うれしいなぁと思う次第です。

　ちなみに、時系列は本編の始まる少し前なので、ネタバレはありませんが、読んでおくと（あぁ、ここでこれがあったのね）とちょっとだけ思えるかもしれません。




　今回は、外伝だ！　本編とは関係ない話をやっても大丈夫！　ということで、エリザベートは猫耳、ヒナは犬耳と常々思っていたこともあり、獣耳のお話にしました。鵜う飼かい先生の獣耳な表紙が大変に眼福です。もふもふは実にいいものです（いいものです）

　本編が何やら血ち塗まみれな分、（比較的）平和なわちゃわちゃ具合を楽しんで頂ければ幸いです。過酷なことや陰惨な状況を書くのが好きな作者ではありますが、やはり全員で何かを騒いでいるのもよいものです。今後、三人＋『肉屋』は大変な状況の中も進んでいく（予定）なので、よろしければ三巻も気にかけて頂ければ嬉しいです。




　なにとぞ、よろしくお願いします。




　それでは、ここで自著では恒例のお礼コーナーに入りたいと思います。

　素敵なカバーイラストを描きおろしてくださいました、鵜飼沙さ樹き先生にお礼を。素晴らしい絵を、本当にありがとうございました。また、二巻でも限定セットをご用意くださいましたアニメイト様、出版関係者様、編集のＯ様、重ね重ねお礼を申し上げます。

　そして、何よりも、限定セットも手に取ってくださった読者の皆様に、心からのお礼を。

　こうして、櫂かい人とやエリザベート達の日常（というには少し騒がしいですが）も読んで頂けて、作者冥利に尽きます。本当にありがとうございました！




　できれば、またお会いできることを願っています。

　それでは、どこかで。
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